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１．事業の背景と目的 

１）グリーン・ツーリズムの現状と課題 

 

○現状 

農産漁村においては、人口減少、高齢化に伴い、より一層の地域コミュニ

ティの活性や地域経済に活力を戻すための方策が求められている。また東日

本大震災後、特に都市部を中心とした消費者にとって、ライフラインを緩や

かに確保する意味合いも含み、あらたな農産漁村との交流、絆が求められ始

めている。 

その中で、農林水産省で取り組まれてきた、農山漁村地域における自然、

文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動として展開してきた農村体験

プログラム＝「グリーン・ツーリズム」（以下、ＧＴ）に対しての期待は、

農業関係者のみならず旅行者や観光事業者にとっても高まりつつある。 

 

特に観光旅行実施率および旅行費用が低下傾向にある近年において、一般

消費者は、旅行に対してより高い付加価値を求め始め、旅先の土地でしか手

に入らない「食」や、その土地にしかないリアルな「体験」を体感できるこ

とを求めるようになり、農山漁村での「非日常体験」や「生活に埋もれた知

恵」を体感できる旅行にはお金をかける旅行者も少なくない。以上のことか

ら、観光地と農村地域を結び、食や観光の側面からもＧＴを推進するメリッ

トは大きいといえる。 

 

しかし、ＧＴの国内実施率は、まだまだ高いとはいえず、未経験者も多い

状況の中、子供のころの学校行事を加味すると４割弱（2007 年リクルートじ

ゃらんリサーチセンター調べ）、１８歳以上の直近 1年の経験率は８％（2010

年グリーンツーリズムエントリーモデル推進協議会調査）であり、未経験者

の半数近くは、農村体験を旅行に取り入れることに関心が高いことから、Ｇ

Ｔのすそ野の拡大の重要性が予見される。しかし情報流通及び販売が学校行

事を対象としたものなど限定的であることが多く、消費者目線で市場を捉え

ると一般の旅行者が購入するプログラムになっているとは言い難い状況で

ある。 
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○課題 

現状を踏まえたＧＴの課題は、未経験者率の高さにあるのではと考えられ

る。経験率を高めるためには、関心はあるが始められない人が多い事を踏ま

え、きっかけとなる「初めての人向けの短時間かつ簡易なＧＴ体験プログラ

ム」（以下エントリーモデル）の検討が必要である。 

以下に想定される課題とその解決の方向性を整理する。 

 

 

 

  

図表 ＧＴへの参加意向 

 

34.9%

13.3%

42.2%

24.2%

4.8%

35.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

観光主目的のGT泊

GT主目的の農村泊

日帰り

体験したことはない

体験したことがある

出典：2010 年グリーンツーリズムエントリーモデル推進協議会調査 

図表 ＧＴへの関心や体験有無 

 

関心があり、直近1

年以内にも体験した

ことがある, 3.9 

関心はなかった

が、体験したこと

はある, 1.5 関心があり、5年以内

に体験したことがあ

る, 2.7 

関心があるが、体験

したことはない, 44.2 

関心がないので、体

験したことはない, 
47.8 

出典：2010 年グリーンツーリズムエントリーモデル推進協議会調査 

（単位：％） 
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＜流通やPR手法の改善＞ 

農山漁村では、観光事業や旅行業者との接点

が薄いため、プログラムを販売する（マッチ

ングの）機会が少ない状況である。事業者同

士のネットワーク構築などにより、情報提供

やマッチング機会の創出などに向けたプラ

ットフォームを検討する必要がある。 

＜市場（ターゲット）の拡大＞ 

短時間でも一度ＧＴを体験することによ

り、ＧＴを目的とした旅行行動を促すこと

ができるものと考える。そのための「初め

ての体験」自体が現状ではしづらい状況で

あり、市場（ターゲット）の拡大につなが

っていないと考えられる。市場の拡大に向

け、エントリーモデルの検討が必要である。 

＜GTプログラムの充実と魅力の向上＞ 

現状のＧＴプログラムの多くは、農山漁村

での「非日常体験」や「生活に埋もれた知

恵」を体感できるといった、消費者の興味

を喚起する商品（キャッチコピー等含む）

になっていない。改善に向け、プログラム

の精度及び魅力の向上が求められる。 

＜課題解決の方向性＞ 

 

ＧＴ未経験者を意識した 

体験プログラムの 

バリエーション拡大 

＜受入体制の充実＞ 

長期滞在を意識したプログラムや観光地と

の連携がなされていないため、旅程中のす

べてを農山漁村で完結するものが多く、気

軽に一般の旅行行程に取り入れにくいもの

となっている。近隣観光地との連携など、

柔軟な受入体制の整備を検討する必要があ

る。 

 

近隣観光地との連携 

 

情報提供、マッチング 

機会の創出 

プラットフォーム 

づくり 

＜課題解決の方向性＞ 

＜課題解決の方向性＞ 



Ⅰ．はじめに 

 8 

 

２）事業の目的 

 

本事業では、未経験者にＧＴを体験してもらうことによって経験率を向上

し、最終的にはＧＴのファンを拡大することを目指し、課題解決の方向性に

基づいて未経験者にＧＴを体験してもらいやすくする仕組みを構築すると

ともに、未経験者向けＧＴ商品を造成することを目的とした。 

 

 

図表 課題解決の方向性と本事業のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＧＴ未経験者を意識した 

体験プログラムの 

バリエーション拡大 

近隣観光地との連携 

情報提供、マッチング 

機会の創出 

プラットフォーム 

づくり 

＜課題解決の方向性＞ 

マーケティングデータやこれまでの

ＧＴ実証結果等を活用した未経験者

向けＧＴ商品の検討・造成 

＜本事業のポイント＞ 

ＧＴ提供者と観光事業者の意見交換

によるネットワークの構築 

ＧＴへの誘客方法の検討 
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２．事業内容 

１）事業の構成 
 

グリーン・ツーリズム推進連絡会議（以下、「連絡会議」） 
※農林水産省が開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

５．グリーン・ツーリズムへの 
誘客方法の検討 

 
１）プロジェクトサイトの構築  
２）販売  
・Ｗｅｂサイト開設時期に実際に
募集可能なプランで事業者がＡ
ＴＮＤに登録したプランについ
ては、リンクを張り、実際の予
約までを可能にした  

３）情報流通調査  
・プロモーションの実施 
・投票者アンケートから様々な消
費者クラスターのうち、ＧＴへ
の関心の高さを測った。 

４) 消費者エントリーモデルプ
ラン評価調査 

・１・３により提案されたプラン
を消費者からの投票形式で評価 

５）事業者の流通取り組み実態調
査  
・事業者アンケートを行い、事業
者が行っている流通への取り組
みの現状と課題を整理した。  

 

報告・連携 

 
 

※関東：東京、九州：熊本、東北：仙台で開催 

３．多様なグリーン・ツーリズムモデルプランの検
討  

１）ワークショップ形式で各地域からＧＴプログラ
ムをもちより磨きながら、未経験者向けの体験プ
ログラム案作りを実際に体験。 

２）事業者に対し、ユーザーニーズ等の情報提供や
観光事業者との交流を通じ、ＧＴ未経験者向けプ
ログラムのニーズを実感して頂いた。 

４．観光事業者とグリーン・ツーリズム実施地域と
のマッチング  
１）宿泊施設、旅行代理店、観光協会、地域内宿泊
事業者等を招き、商品への意見や商品採用に向けた
考え方などを意見交換の場や、交流を促した。  

実証調査の検証 

本事業で実証した結果を元に、ＧＴを普及・推進していくうえでの課題の抽出や今後の

取組の方向性について検討した。 

１．グリーン・ツーリズムの取組に係る支援 
１）セミナーを地方で開催し、事業者ネットワーク
を構築。ユーザーマーケティングデータや、2010
年のエントリーモデルの実証結果等に基づき、Ｇ
Ｔ未経験者向けのプログラム開発の意義等を啓発 

０．事業者向け研修会 

２．グリーン・ツーリズム推進のためのネットワーク

構築 

１）事業者ネットワークの構築 

２）自治体におけるネットワークの構築 

３）オーダーメイド依頼 多様な消費志向に対し、投票
参加者募集 PR  

こだわり食 

観光 

エコ 

田舎暮らし 

＜プロジェクトサイト＞  
・プランコンテスト形式の
モデルプラン評価調査  

１．グリーン・ツーリズムの取組に係る支援 
２）ＧＴエントリーモデル造成の手引き作成 
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２）事業実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 

 
 
【事業管理・統括、実施】 
株式会社リクルートライフスタイル   
じゃらんリサーチセンター  

 

【事業サポート】 

株式会社アール・ピー・アイ 

【制作関連サポート】 

株式会社リクルート 

コミュニケーションズ 委託 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．事業実施結果  
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０．事業者向け研修会の開催 

ＧＴ受け入れ事業者に対して、個人観光客のトレンドやＧＴへの接続方法等に

ついて講義をする「セミナー（グリーン・ツーリズムの取り組みに係る支援）」、

既に造成しているＧＴプランについて、個人観光客のニーズを踏まえたブラッシ

ュアップを図る「ワークショップ（多様なグリーン・ツーリズムモデルプランの

検討）」、観光事業者との交流を促進する「交流会（観光事業者とグリーン・ツー

リズム実施地域とのマッチング）」を一連のプログラムとして「事業者向け研修

会」を開催した。 

 

図表 事業者向け研修会の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業者向け研修会

仙台会場（9/26）

○セミナー

○ワークショップ

○交流会

熊本会場（10/1）

○セミナー

○ワークショップ

○交流会

東京会場（10/4）

○セミナー

○ワークショップ

○交流会
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１）開催概要 

 

○事業者向け研修会の開催日時、場所、参加人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○プログラム 

 

＜仙台会場＞                     ＜熊本会場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開催地 
開催日時 

参加人数 
開催場所 

仙台 2013 年 9 月 26 日（木） 

11：00～17：00 

計６４名 

事業団体 ４０名（２６団体） 

オブザーバー １８名（１３団体） 

アドバイザー ６名 

仙台トラストタワー １１F 

１１０１（第一会議室） 

熊本 2013 年 10 月 1 日(火) 

11：00～17：00 

計７７名 

事業団体 ４６名（３３団体） 

オブザーバー２５名（２１団体） 

アドバイザー ６名 

くまもと森都心プラザ 

多目的室 

東京 2013 年 10 月 4 日（金） 

11：00～17：00 

計７５名 

事業団体 ４５名（３２団体） 

オブザーバー ２３名（１６団体） 

アドバイザー ７名 

グラントウキョウサウスタワー４１F 

スカイルーム C 

開会あいさつ

二瓶 孝也 様 農林水産省 東北農政局 農村計画部 農村振興課 課長補佐

事業の全体概要とスケジュール説明

12：10（50分） 昼休憩

アンケートへのご協力をお願
いいたします。
ご記入後、スタッフまでお渡
しください。

携帯電話はマナーモードに切り替えの上、会場
内での通話はご遠慮下さい。

11：00 開 会

開催プログラム

個人旅行者向けのグリーン・ツーリズム商品造成・流通に関する研修会

テーマ：グリーン・ツーリズムエントリーモデルの必要性と造成のポイント

横山 幸代 株式会社リクルートライフスタイル 副センター長

小林 崇 氏 日本都市ホテル開発株式会社 ベストウェスタンホテル仙台 支配人代理

仲野 大輔 氏 有限会社仲野観光果樹園 取締役専務

テーマ：グリーン･ツーリズムエントリーモデル造成・改良
●ファシリテータ

稲垣 昌宏 株式会社リクルートライフスタイル 研究員

15：45（15 分） 小休憩

11：05 セミナー

13：00 アドバイザー紹介・ワークショップの進め方

13：20 ワークショップ

16：00 最終プレゼン&アドバイザー講評

16：20 流通方法のご提案と今後の流れのご説明

16：50 商談会・懇親会を兼ねた名刺交換タイム

研修会場内は禁煙となっております。
おタバコは定められた場所でお願いします。

9月26日（木）仙台会場

開会あいさつ

靏 郁夫(つる いくお) 様 （九州農政局農村計画部農村振興課 課長）

事業の全体概要とスケジュール説明

12：10（50分） 昼休憩

近くの飲食店・コンビニ等は裏面をご参照ください。

11：00 開 会

開催プログラム

個人旅行者向けのグリーン・ツーリズム商品造成・流通に関する研修会

テーマ：グリーン・ツーリズムエントリーモデルの必要性と造成のポイント

横山 幸代 株式会社リクルートライフスタイル 副センター長

松元 健蔵 氏 フェニックスリゾート株式会社 アクティビティ部 部長

みやざきグリーンツーリズム研究会 事務局長
宮崎県観光審議会 委員

11：10 セミナー

13：00 アドバイザー紹介・ワークショップの進め方

10月1日（火）熊本会場

アンケートへのご協力をお願
いいたします。
ご記入後、スタッフまでお渡
しください。

携帯電話はマナーモードに切り替えの上、会場
内での通話はご遠慮下さい。

テーマ：グリーン･ツーリズムエントリーモデル造成・改良
●ファシリテータ

稲垣 昌宏 株式会社リクルートライフスタイル 研究員

15：45（10分） 小休憩

13：20 ワークショップ

15：55 最終発表&アドバイザー講評

16：20 流通方法のご提案と今後の流れのご説明

16：50 商談会・懇親会を兼ねた名刺交換タイム

研修会場内は禁煙となっております。
おタバコは定められた場所でお願いします。
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＜東京会場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○配布資料 
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開会あいさつ

三善 浩二 様 （関東農政局 農村計画部 農村振興課 課長）

事業の全体概要とスケジュール説明

12：10（50分） 昼休憩

11：00 開 会

開催プログラム

個人旅行者向けのグリーン・ツーリズム商品造成・流通に関する研修会

テーマ：グリーン・ツーリズムエントリーモデルの必要性と造成のポイント

横山 幸代 株式会社リクルートライフスタイル 副センター長

大越 未来 氏 稲取温泉観光合同会社事務局

11：10 セミナー

13：00 アドバイザー紹介・ワークショップの進め方

10月4日（金）東京会場

アンケートへのご協力をお願
いいたします。
ご記入後、スタッフまでお渡
しください。

携帯電話はマナーモードに切り替えの上、会場
内での通話はご遠慮下さい。

テーマ：グリーン･ツーリズムエントリーモデル造成・改良
●ファシリテータ

稲垣 昌宏 株式会社リクルートライフスタイル 研究員

15：45（10分） 小休憩

13：20 ワークショップ

15：55 最終発表&アドバイザー講評

16：20 流通方法のご提案と今後の流れのご説明

16：50 商談会・懇親会を兼ねた名刺交換タイム

研修会場内は禁煙となっております。
おタバコは定められた場所でお願いします。

本日の趣旨

2

【目的】
①素晴らしいグリーン・ツーリズムの魅力を
より多くの消費者に知っていただくために。

②旅行ついでに気軽に参加できる「入り口」と
なるプランを造成・普及させましょう。

【ターゲット・手法】
■大人の個人観光客
■「短時間で」「気軽に」田舎・農村の
ありのままの楽しさを感じさせ、
GTへの興味を増幅させる
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5

宿

泊

プ

ラ

ン

化

消費者調査＆販売サイトイメージ

“いなか時間”をすごしてみよう！

宿泊プラン化

体験プラン販売

(富山)伝統のこきりこ作り

9月各会30名

流通方法のご提案

消費者調査

プラン評価＆
アンケート

仮版

“いなか時間”を

6

■じゃらんnetメルマガ11月～12月配信（東北版、関東版、九州版計222.1万部×1回、
全国版373.4万部×2回）
■FACEBOOK AD（予定）など、有力サイトとのタイアップやキャンペーンバナー等
掲載

①特設ページで
研修会で作成した
GTメニューが紹介され、
②該当メニュー付きの
お宿様のじゃらんnet
宿泊プランヘのリンク
③該当メニューの
ATND参加チケット
販売ページへのリンク
④事業者様WEBサイト
にリンク（宿以外）

延べ約970万部！！ その他
プロモーション

キャンペーン特設
ページ

※キャンペーン
特設ページは
2013年11月
中旬から
2014年3月まで
開設予定。

プロモーション
予定

※掲載スペースはイメージ。
変更がありえます。

研修会で考えたGTメニューが掲載されます。
※プランの掲載順は弊社にて決定いたします。ご了承ください。

(富山)伝統のこきりこ作り

9月各会30名

貴社WEB

▲イベントATND

（チケット販売サイト）

▼じゃらんnet

新規
予約!

大規模なプロモーションを実施！

グリーン・ツーリズム推進＆ネットワーク構築事業全体

(A)グリーンツーリズム ネットワーク構築

(B)【地方研修会】

座学(マーケティン
グ＋流通手法等)

ワークショップ
(売れる商品作り)

観光事業者連携

(C)【誘致方法検討】
キャンペーンサイト

商品評価
調査

テスト販売

商品評価調査

宿泊
ﾌﾟﾗﾝ化

新たな
流通

都道府県調査

メールマガジン

各種情報提供

本日の研修会（Ｂ）、その後のキャンペーン（Ｃ）のほかに
グリーン・ツーリズムに係る皆様のネットワーキング（メールマガジン：A）
を発行し、情報交換の場づくりを推進します。

本日ご参加の方でまだお申し込みでない方は特段の事情がなければ、
事務局にて登録させていただきます（※受取り後の退会もボタンひとつで可能です）

8

国内旅行2.3億人泊に向け、
豊かな里山・里海体験を提供することで、

本格的なグリーンツーリズムの
ファンを増やしていくことをともに目指しましょう。

旅行のついでに体験できる『エントリーモデル』開発で
グリーンツーリズムの裾野拡大を！

3 4

■内容
旅行者ニーズや観光とグリーンツーリズムをマッチングして
成功している事業者様から直接ノウハウを学びます。
後半はワークショップで
“売れる！体験プランの造成”を目指します。

■特典
当日、ワークショップで作って頂いたプランは、キャンペーンサイト上で
プロモーション、テスト販売、消費者評価調査が可能（掲載無料）。

■日程 11:00－17:00
＜仙台会場＞ ２０１３年９月 ２６日（木） 於：仙台トラストタワー 1101
＜熊本会場＞ 2０１３年１０月 １日（火） 於：くまもと森都心プラザ 多目的室
＜東京会場＞ ２０１３年１０月４日（金） 於：グラントウキョウサウスタワー41階

グリツリ体験プラン造成！研修会

ワークショップの進め方と本日のゴールは、後ほど詳しくご説明いたします。
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1

「カスタマーにとって魅力的」な
体験型商品を造るポイントがわかる

■ ワークショップ目的

1

最終
ゴール

造成された商品は
キャンペーンサイトに載りますよ！

魅力的な商品、売れる商品が
つくれるようになる

◆ ワークショップとは

同じ立場の人々や個人観光客に詳しいアドバイザーと

ワークショップを通して、商品を改良・造成するとともに、

観光事業者との流通の連携を合意形成という方法によって

アイデアをまとめていくプログラムです。

事業者主導のアイデアを形にしていくプログラム

事業者の意見を尊重し合意形成に導きます

ワークショップの主体者は“事業者”

■ 進め方：ワークショップ・対話とは

・参加
－自ら考えて気づく
・体験から学ぶ
－体験して振返りから学ぶ
・相互作用
－他者から学ぶ

・受身
・「先生」による講義
・一方的な知識伝達

講義 ワークショップ

議論 対話

われわれ／あなた方

目的 ｏｒ 課題

私たち

目的ｏｒ 課題

◆進め方： ワークショップ・対話とは

Don’t be shy♪

◆ 参加にあたって（ルール）

「本音でどんどん話す」
「否定言葉は使わない」
（どの意見も間違ってない）
「他人・体験から学ぶ」
「関心を寄せ、楽しむ♪」
全員が主役！です

◆ 本日のゴール

■お手元のプラン造成シートの
必要な項目が表裏埋められている状態

→このシートはキャンペーンWEBサイトの
原稿用紙を兼ねていますので
適切に記入いただくことで、消費者に
情報を届けることができます

→このシートはそのまま観光事業者様（宿泊施設、
旅行会社、エリアの受入れ中間組織など）との
商談シートに使えますので、ご記入いただくことで
その後の連携交渉がスムースに進みます

◆ プラン造成シートの事前に

■事前にふたつのシートを使って、内容骨子を検討します。それぞれ記入
例をご参考に楽しく考えながら、作成してみてください。

▲「商品価値を磨く」ワークシート

▲「商品化する」ワークシート

◆ 造成する商品の内容について

①「トータル3時間以内のプランを」

■個人観光客の7割は1泊2日の旅行。
「チェックイン前」「夕食後」「朝食前」「チェックアウト後」に
GTを組み込める可能性のある時間があります
■移動を考えると体験時間そのものは1－2時間でOK
■最終的には本格的なGTを体験いただくためにも
「最初の一歩」は、観光客の時間の都合に合わせることも
大切です

◆ 造成する商品の内容について

②「2名でも催行できるプランを」

■前ページ同様に、本格的なGTを体験いただくためにも
「最初の一歩」は、個人観光客の旅行スタイルに沿って
■調査ではGT商品の価格を高いと感じている観光客は
少数派です。2名催行にすることで料金が高くなっても
受容性はありそうです（キャンペーンサイトでは販売予定
価格を表示して人気度を測ります）
■2名催行の大人一人料金と3名、4名以上の場合の
大人ひとり料金を分けて造成するのも一案です
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◆ 造成する商品の内容について

③「GT単体プラン
（≠旅行商品）を造成ください」

■シートには交通や宿泊を組み合わせて総額となっている
（＝旅行商品、旅行業法の対象となる）ではなく、旅行
業法の対象にならないＧＴ体験単体のプランをまずは
造成いただき単体の販売価格（または予定価格）を
設定ください
■単体として販売する・しないは後で選べます
■旅行業免許をもっているなど、送迎が可能な場合につい
ては、「料金に含まれているもの・いないもの」の欄に送迎付
プラン料金や送迎無料を記入ください。
※旅行業免許によらない送迎の可否は各地の運輸局様の判断により可否が異なりますので、直接お問い合わせください。

◆ 造成する商品の内容について

④その他の「あったら嬉しい」視点

■「申し込み締め切りが前日夕方まで」
→観光客の約半分は旅行前に残り半分は旅行中にやることを決めています。チェッ
クイン後に申し込みが可能だと参加のチャンスが大きく膨らみます
→在庫数をリアルタイムに共有できる無料サービスを後ほどご紹介いたします
■「手ぶら」で参加できるもの
■「軽食付き」は満足度が高まります
→おにぎりひとつ、みそ汁だけでも大自然の中で食べると格別です！
■「雨天時の代替案」を準備
→ 今日すぐに決められない場合は「天候や、やむを得ない事情が発生した場合は、
体験内容を変更する場合がありますのでご了承ください」などの一文を記入

◆ 造成する商品の内容について

⑤宿泊施設様との連携では

■1泊2日（2食付など）＋体験プランのセット料金でじゃらんnetにご登録
いただくよう宿泊施設様と調整ください
■個人旅行者が多く旅行する「休前日」に宿泊プランを設定されることが大事
■最少催行人員数と部屋タイプのアンマッチに注意
→2名催行を、シングルの部屋プランで予約を受け付けてしまうと
もう一部屋同じ日に売れないと催行できないなど、難しい状況になります
■オーバーブックにも注意
→定員を設定頂ければ、じゃらんnet上ではプラン販売を自動的に停
止することが可能です。1日に受け入れ可能な人数と宿泊の受付数の
矛盾がないように
→さらに複数の宿泊施設様との連携や宿と宿以外の販売との併用では
それぞれの宿での受付定員数を決めるなど、在庫数を超える受付が
されないよう 注意が必要
→在庫数をリアルタイムに共有できる無料サービスを後ほどご紹介いたします

◆ 造成する商品の内容について
⑥シートの書き方について

■記入例を合わせてご覧ください

■「設定期間」がはっきり決まらない（収穫体験で収穫時期が今すぐには
決まらないなど）の場合は、○月頃など、曖昧な表現でもOKです
■「紹介手数料」は「応相談」でもけっこうですし、「円」「％」などの単位でも。
支払できない場合は0円も可
■「その他条件」、キャンセル条件などはこちらにお書きください
■「アクセス」は観光客が一般的に利用する「電車」「車」「バス」などの交通機関に
ついて、最寄駅、ICなどからの所要時間などをご記入ください
■「事前予約締切日」は「○日前まで」「○日前の何時まで」などと記入ください

■「販売方法」欄はGT事業者様、宿泊施設様別に造成されたプランの
販売可否や販売方法をご記入ください。「後日返答」の場合も販売方法がきまっ
ている場合はチェックください。「後日返答」の場合は、指定期日数日前などに研修
会事務局から最終返答をいただくご連絡の電話が入りますので、それまでには結論
をお出しください。

◆ 進め方（時間割）
予定時間

13：20

13：45

14：05

14：25

14：50

15：05

15：15

15：55

15：45

内容 時間
①チェックイン・自己紹介・資源紹介
　自己紹介今の素直な気持ち（3分×8人）

25分

②個人ワーク「商品価値を磨くワークシート」記入
　 各事業者様で。随時アドバイザー、ファシリテイターにご質問などどうぞ。

20分

③個人ワーク「商品化するワークシート」記入
　 各事業者様で。随時アドバイザー、ファシリテイターにご質問などどうぞ。

20分

④中間発表
    個人ワークを通じて考えた途中経過を各事業者様から（3分×6） 。それについてア
　　ドバイザーから感想やアドバイス（1分×6）。また、この間、事業者様同志で附箋
　　にて、いいと思う内容についてピンクの附箋、ブラッシュアップのポイントやアイデ
　　アについては黄色の附箋でアドバイス渡し（附箋はおひとりおひとり説明いただく
　　時間はとれませんＮので、渡すのみとしてください）。

25分

⑤個人ワーク「プラン造成シート」※1※2
   各事業者様で。11月‐3月に販売できない商品については※1から、販売可能と思われ

　　る商品は※2まで、できるだけ記入ください。随時アドバイザー、ファシリテイターにご質

　　問などどうぞ。

15分

⑥アドバイザーによるプラン造成シート確認
   この時間になりましたら、各テーブルのアドバイザーは事業者様のプランシート内容を裏
　表ご確認いただき、「3時間程度の体験商品であること」「宿泊や交通を伴う旅行商品で
　ないこと」、販売予定プランについては※2が埋まっていること、販売しない場合も※１が
　埋まっていることを個別にご確認いただき、合致しない場合、修正の指示出しを願います。

10分

⑦個人ワーク「プラン造成シートの完成」
    各事業者様でプランシートを完成を。 30分

　　‐小休憩‐ 10分
⑧最終発表
　  個人ワークを通じて考えたプランを各事業者様から（2分×6） 。それについてアドバイ
    ザーから感想やアドバイス（各1分）。また、この間、事業者様同志で附箋にて、いいと思
　　う内容についてピンクの附箋、ブラッシュアップのポイントやアイデアについては黄色の
　　附箋でアドバイス出し。（附箋はおひとりおひとり説明いただく時間はとれませんので、

　　渡すのみとしてください）。

25分

◆ （おさらい）商品造成にあたり

①「約3時間程度のプランを」
②「2名催行で」（安くなくてもok）
③「プランシートには交通・宿泊を
伴わない（≠旅行商品）プランを

まずは作成」

「前日まで申し込めると個人観光客取り込みに有利」、
「手ぶら参加」「軽食付き」「雨天時対応」は工夫のしどころ
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商品流通方法のご提案と
今後の流れのご説明

2

11月中旬、キャンペーンサイトOPEN予定
■本日作っていただいた体験型GTプランの消費者アンケート
■実際に販売可能な商品については、さらに詳細に紹介

11月中旬、キャンペーンサイトOPEN予定

販売しない、できない場合も人気投票でユーザーの反応を知ることができます！

販売しない・できない場合
■季節が合わない（キャンペーンサイトは11月中旬－3月まで）
■商品内容が検討不十分
■実施のめどが立たない

などで11月中旬－3月のどの時期も販売できない商品の場合、プラン造成シートの
□販売できない→人気投票ページのみに掲載されます

にチェックください。

※プラン造成シートの原稿反映項目の内容が掲載されますので、仮の販売予定価格
などをもれなくご記入ください）

キャンペーンサイト掲載情報について
プラン造成シートを元に原稿内容を作成し、メールにてご提出いたします
(スケジュール後述）。原稿の修正は1回とさせていただきます。また、
期限内にご返信がない場合は、そのままご入稿とさせていただきます。
あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。

キャンペーンサイトには全プラン掲載予定です。

3

販売の方法は3種類。いずれもキャンペーンサイトからのリンクを設けます。
（１）じゃらんnetでGT付き宿泊プランを販売。
GT事業者様が宿泊施設と組んで宿泊プランとして販売可能な場合です。

（２） ATNDで体験チケット販売。
参加チケットとして（宿、交通を含まない旅行商品以外として）販売する場合です。

（３）GT事業者様の運営サイトにて販売。
※キャンペーンサイトから運営サイトへリンクいたします。ただし宿泊施設のURL以外とさ
せていただきます。URLはプラン造成シートより転記いたします。

プランを販売する場合、 （プランごとに）画像を下記の書式にてメールでお送りください。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。

メール件名：GT画像送付・GT事業者様名・プラン名
例：GT画像送付・じゃらんグリーン株式会社・村で食べる冬の味覚プラン

メール添付：画像1ファイル（画像名：GT事業者様名・プラン名）
例：じゃらんグリーン株式会社・村で食べる冬の味覚プラン
※画像の保存形式はGIFもしくはJPEGでお願いいたします。
※なるべくプラン内容の魅力が伝わる画像でお願いします（各プラン1画像）。
※画像がない場合は「里山・里海タイムトリップ」ロゴをお入れします。

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

造成プランをGT事業者として販売をする場合 キャンペーンサイトOPENまで

4

「GT事業者」とは？

研修を受講した事業者様を
意味します。オブザーブ参
加の方は含みません。宿泊
施設様でGTプラン単体で
は販売しない場合は後述し
ます。

大規模なPRを実施
■じゃらんnetメルマガ11月～12月配信（東北版、関東版、九州版計222.1万部×1回、全国版373.4万部×2回）
■FACEBOOK AD（予定）など、有力サイトとのタイアップやキャンペーンバナー等掲載

①キャンペーンサイトでは
研修会で作成した
GTメニューが紹介され、
②該当メニュー付きの
宿泊施設様のじゃらん
net宿泊プランヘのリンク
③該当メニューのATND
参加チケット販売ページ
へのリンク
④GT事業者様WEBサイ
トにリンク（宿以外）

延べ約970万部！！ その他
プロモーション

キャンペーンサイト

※キャンペーン
サイトは
2013年11月
中旬から
2014年3月まで
開設予定。

プロモーション
予定

※掲載スペースはイメージ。
変更がありえます。

研修会で考えたGTメニューが掲載されます。
※プランの掲載順は弊社にて決定いたします。ご了承ください。

(富山)伝統のこきりこ作り

9月各会30名

貴社WEB

▲イベントATND

（チケット販売サイト）

▼じゃらんnet

新規
予約!

5

日本最大級の宿泊予約サイト

じゃらんnetご紹介

■国内宿・ホテル：２.2万軒、155万プラン掲載
■予約数：6,107万泊/年（1日約17万泊）

6

①近隣のじゃらんnet参画宿泊施設様と商談
②宿泊施設様がじゃらんnetにGT付き宿泊プランを登録

→この際に「プランタイトル」の頭に

里旅★
と必ず付けてください。
「プラン内容」の部分で提供されるGT
について概要をご説明ください。

③宿泊施設様のじゃらんnet宿番号（3から始まる6ケタの数字）を聞き、
掲載に必要な事項を下記の書式にてメールでお知らせください。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。

メール件名：GTじゃらん情報・GT事業者様名
例：GTじゃらん情報・じゃらんグリーン株式会社

メール本文：
（1）GT事業者様お名前
（2）GT事業者様電話番号
（3）GT事業者様メールアドレス
（4）GT事業者様ご担当者名
（5）・宿泊プランを販売される宿泊施設様名

・宿泊施設じゃらんネット宿番号：3xxxxx（6桁）
・プランタイトル1：里旅★○○プラン
・プランタイトル2：里旅★○○プラン…
※宿泊施設様やプランが複数の場合はすべて記入してください

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

じゃらんnetでGT付き宿泊プランを販売

※今回ご連絡いただいた宿泊プランについては
予約数などをキャンペーン事務局でカウントさせ
ていただき、事業の報告書等に掲載させていた
だくことがありますので、宿泊施設様にあらかじ
めご案内ください。

宿番号

プランタイトル

宿泊施設様名

▲じゃらんnetプラン詳細画面

キャンペーンサイトOPENまで

7

プラン内容

イベントATND（体験チケット販売サイト）

■無料でイベントチケットが販売できる
※有料オプションあり
■充実した集金方法
■オープンでも仲間内のクローズドでも
イベントチケットが販売できる
■旅行商品（宿泊、交通付き）は
販売できない。体験単体の販売となる
■キャンセルなどの管理
■通常は登録しただけでは売れない
→予約管理・決済機能として使用し、集客は
自前で告知するのが基本（ブログパーツなど
集客・告知支援機能あり）
→ただし、今回はキャンペーンサイトからの
流入があり

8



Ⅱ．事業実施結果 
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ATNDの販売手数料

■WEB予約＆現地払い
→手数料0円
→ただしキャンセルチャージを

取る方法がない

■WEB予約＆WEB事前決済
→決済手数料8％
→チケットのコンビニ発券を可能に

したい場合、一回315円が別途
→決済手数料、コンビニ発券手数料を

ユーザー課金することも可能

■同一チケットで現地払いとWEB払いで
ユーザーに選ばせることも可能

9

イベントATNDでGTプランの在庫管理も

非公開イベント機能を
使って、在庫管理。

■たとえば、1日の定員10名のアクティビティの場合。
１．「現地払い」で一回のチケットの在庫数10でチケット登録
２．提携販売者（ホテル、観光協会など複数可）のみにURLを周知
３．提携販売者は予約できるかどうかをこのURLからリアルタイムに在庫確認
４．予約が入った場合は人数分のチケットを予約し在庫をバーチャルに引き落とし
５．在庫以外の参加者情報や会計のやりとりは別途決めたルールで運用

→限られた在庫の商品を複数の販売者でオーバーブックしないように販売可能！

10

登録・販売は3STEP
①リクルートIDの作成（持っていない場合）
②チケット内容・販売方法・精算方法などの登録
③ATNDに入力したチケットのURL等掲載に必要な事項を下記の書式にてメール
でお知らせください。※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。
チケットのURLについては次ページ参照。

メール件名：GTチケット情報・GT事業者様名
例：GTチケット情報・じゃらんグリーン株式会社

メール本文：
(1)GT事業者様お名前
(2)GT事業者様電話番号
(3)GT事業者様ご担当者名
(4)GT事業者様メールアドレス
(5) ATNDイベント名1

ATNDチケットURL1
ATNDイベント名2
ATNDチケットURL２…

※チケットが複数ある場合はすべてを記入

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

ATNDで体験チケット販売。

※今回ご連絡いただいたURLのチケットについては販売枚数を
キャンペーン事務局でカウントさせていただき、事業の報告書等に
掲載させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。

キャンペーンサイトOPENまで

11

イベント公開完了後に表示される画面(以下キャプチャ)で表示されるURLを確認。
※「公開中」でないとURLは生成されませんが、チケットの発売日を先の期日に指定することで実際に売り始めなくてもURLは見れます
※万が一、この画面を閉じてしまった場合は、次頁を参照

イベントIDの確認方法①

12

管理画面より、「公開中」タブをクリックし、該当イベントの「イベント名」をクリック。

イベントIDの確認方法②

13

登録・操作などについては電話サポートが受けられます

HELP>疑問・お悩み・ご要望＞お問い合わせ

TEL: 0570-026-371

受付時間 10：00～19：00

（土日、祝祭日を除く）

14

GＴ事業者様、今後の手順早見表

研修会で造成したプランの販売を？
しない

する

プラン造成シートを元に
人気投票用の原稿を作成します。
内容をご確認ください。

・プラン造成シートを元に販売商品紹介用の原稿を
作成しますので、内容をご確認ください。
・販売商品紹介用の画像をメールにて送付ください（P4参照）

ATNDで体験チケット販売
・ATNDにチケットを作成
（GT事業者様作業）
・ATNDに作成したチケットの
URLをメールで送付（P11参照）

じゃらんnetでGT付き宿泊プラン販売
・じゃらんnetに里旅★をプランタイトルの
先頭に入れて宿泊プランを登録（宿泊施設様作業）
・プランタイトル、宿名、宿番号6ケタなどをメー
ルで送付（P7参照）

キャンペーン期間中は相乗効果が見込めますので、ぜひFacebookなどで積極的に発信・告知ください

自社webサイト販売
・プラン造成シートの
主催者URLを掲載します。
・自社サイトで予約

方法をご案内ください。

キャンペーンサイトOPENまで

15

スケジュール キャンペーンサイトOPENまで

16

仙台 熊本 東京

販売化意思決定 10／7 10／10 10／16

初校のお届け（メール） 10／9

（15時）
10／15

（15時）
10／18

（15時）

初校ご確認〆（＝責了） 10／15

（15時）
10／17

（15時）
10／23

（15時）

念校提出と
写真＆リンク追加後送〆
※プランの販売を希望される場合、P7やP11の手順に従って、この日までにメー
ルをお送りください。ご連絡がない場合、掲載ができませんのでご注意ください

10／18

（15時）
10／23

（15時）
10／28

（15時）
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宿泊施設様向け掲載ご案内

17

研修会のプラン造成シートは基本的に単品販売用（旅行商品ではない）となっております。人気投票など
はこちらをベースに行いますが、本日は宿泊施設様にも受講者・アドバイザーとしてご参加いただいてお
ります。近隣事業者との連携や自社催行で単品での販売は行わず、じゃらんnetで宿泊プランとしてのみ販
売したいという場合には、下記にご応募ください。キャンペーンサイトに別枠で掲載いたします。
①宿泊施設様にてじゃらんnetにGT付き宿泊プランを登録

→この際にも「プランタイトル」の頭に里旅★と必ず付けていただく。
「プラン内容」の部分で提供されるGTについて概要をご説明ください。

②掲載に必要な事項を下記の書式にてメールでお知らせください。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。
メール件名：GT宿泊施設情報・宿泊施設様名
例： GT宿泊施設情報・じゃらんグリーンホテル

メール本文：
（1）宿泊施設様お名前
（2）宿泊施設様電話番号
（3）宿泊施設様ご担当者名
（4）宿泊施設様メールアドレス
（5）宿泊施設様じゃらんnet宿番号： 3xxxxx（6桁）
（6）プランタイトル1：里旅★○○プラン

プランタイトル1詳細画面URL（※１右参照）

プランタイトル2：里旅★○○プラン
プランタイトル2詳細画面URL （※１右参照）

※プランが複数の場合はすべて記入

メール添付：宿泊施設様の画像１ファイル（画像名：宿泊施設様名）
※画像の保存形式はGIFもしくはJPEGでお願いいたします。
※画像がない場合は「里山・里海タイムトリップ」ロゴをお入れします。

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

（※１）じゃらんnet宿泊プラン詳細画面のURL

をコピペして送付ください。プランコード1つに付き
1つのURLをお送りください（部屋タイプが複数あ
る場合は、代表的なお部屋の場合のURLを選択
してお送りください）

※今回ご連絡いただいた宿泊プランについては予約
数などをキャンペーン事務局でカウントさせていただ
き、事業の報告書等に掲載させていただくことがあり
ますのであらかじめご了承ください。

キャンペーンサイトOPENまで

URL

GＴ事業者様、OPEN後の手順早見表

18

キャンペーンサイト
OPEN後

手順１へ ATNDで販売する場合

→手順5へ

じゃらんnetで販売する場合

→手順4へ

キャンペーンサイト上の
「コンテスト（人気投票）参加プラン一覧」
ページに記載の情報を修正する

キャンペーンサイト上の
「予約できるプラン一覧」ページ
に記載の情報を修正する

「販売するGTプラン」を
新規に造成した

リンク先のじゃらんnetの内容に変更がある。
（例：プランを販売する宿が変わった。プラ
ンを販売する宿が増えた。プランの販売が終
了になった、等）

→手順2へ

リンク先のATNDの内容に変更がある。
（例：ATNDで販売を始めた。ATNDでの販
売を終了する、等）

→手順3へ

販売方法に変更がない。
じゃらんnetへのリンク先やATNDへのリンク
先に変更がない

→手順１へ

キャンペーンサイト掲載のGTプランに修正を加えたい

11月分 12月分 1月分

修正・追加依頼〆 11／22

15時
12／12

15時
1／24

15時

修正反映予定日 12／6 12／27 2／7

修正・追加反映スケジュール

手順１

19

キャンペーンサイト
OPEN後

ご修正の内容を下記の書式にてメールでお知らせください。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。

メール件名：GT修正・GT事業者様名・キャンペーンサイト記載プラン名
メール本文：
（1）GT事業者様お名前
（2）GT事業者様電話番号
（3）GT事業者様メールアドレス
（4）GT事業者様ご担当者名
（5）修正についてご指示ください。修正箇所と内容について明確にご指示をいただ
けますようお願いいたします。
メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

手順2 キャンペーンサイト
OPEN後

20

ご修正の内容を下記の書式にてメールでお知らせください。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。

メール件名：GT修正・じゃらん情報・GT事業者様名・キャンペーンサイ
ト記載プラン名
例：GT修正・じゃらん情報・じゃらんグリーン株式会社・村で食べる冬の味覚プラン

メール本文：
（1）GT事業者様お名前
（2）GT事業者様電話番号
（3）GT事業者様メールアドレス
（4）GT事業者様ご担当者名
（5）・宿泊プランを販売される宿泊施設様の変更の有無

・宿泊プランを販売される宿泊施設様名※上記で変更の有無にかかわらず

・宿泊施設じゃらんネット宿番号： 3xxxxx（6桁）
・プランタイトル1：里旅★○○プラン
・プランタイトル2：里旅★○○プラン…
※宿泊施設様やプランが複数の場合はすべて記入してください

（6）上記以外の修正についてご指示ください。修正箇所と内容について
明確にご指示をいただけますようお願いいたします。

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp ※今回ご連絡いただいた宿泊プランについては
予約数などをキャンペーン事務局でカウントさせ
ていただき、事業の報告書等に掲載させていた
だくことがありますので、宿泊施設様にあらかじ
めご案内ください。

宿番号

プランタイトル

宿泊施設様名

▲じゃらんnetプラン詳細画面

プラン内容

ご修正の内容を下記の書式にてメールでお知らせください。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。
チケットのURLについてはP12～14参照。

メール件名：GT修正・チケット情報・GT事業者様名・キャンペーンサイト記載プラン名
例：GT修正・チケット情報・じゃらんグリーン株式会社・村で食べる冬の味覚プラン

メール本文：
(1)GT事業者様お名前
(2)GT事業者様電話番号
(3)GT事業者様ご担当者名
(4)GT事業者様メールアドレス
(5) ATNDイベント名1

ATNDチケットURL1
ATNDイベント名2
ATNDチケットURL２…
※チケットが複数ある場合は変更の有無を問わずすべてを記入

（6）上記以外の修正についてご指示ください。修正箇所と内容について明確にご指示を
いただけますようお願いいたします。

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

※今回ご連絡いただいたURLのチケットについては販売枚数を
キャンペーン事務局でカウントさせていただき、事業の報告書等に
掲載させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。

21

手順3 キャンペーンサイト
OPEN後 手順4 キャンペーンサイト

OPEN後

22

①近隣のじゃらんnet参画宿泊施設様と商談
②宿泊施設様がじゃらんnetにGT付き宿泊プランを登録

→この際に「プランタイトル」の頭に

里旅★
と必ず付けていただく。
「プラン内容」の部分で提供されるGT
について概要をご説明ください。

③宿泊施設様のじゃらんnet宿番号（3から始まる6ケタの数字）を聞き、
掲載に必要な事項を下記の書式にてメールでお知らせください。
※キャンペーンサイト内で詳細なプランの告知はございません。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。

メール件名：GT追加・じゃらん情報・GT事業者様名
例：GT追加・じゃらん情報・じゃらんグリーン株式会社

メール本文：
（1）GT事業者様お名前
（2）GT事業者様電話番号
（3）GT事業者様メールアドレス
（4）GT事業者様ご担当者名
（5）・宿泊プランを販売される宿泊施設様名

・宿泊施設じゃらんネット宿番号： 3xxxxx（6桁）
・プランタイトル1：里旅★○○プラン
・プランタイトル2：里旅★○○プラン…
※宿泊施設様やプランが複数の場合はすべて記入してください

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

※今回ご連絡いただいた宿泊プランについては
予約数などをキャンペーン事務局でカウントさせ
ていただき、事業の報告書等に掲載させていた
だくことがありますので、宿泊施設様にあらかじ
めご案内ください。

宿番号

プランタイトル

宿泊施設様名

▲じゃらんnetプラン詳細画面

プラン内容

ATNDに入力したチケットのURL等掲載に必要な事項を下記の書式にてメールで
お知らせください。※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。
キャンペーンサイト内での告知はございません。
チケットのURLについてはP12～14参照。

メール件名：GT追加・チケット情報・GT事業者様名
例：GT追加・チケット情報・じゃらんグリーン株式会社

メール本文：
(1)GT事業者様お名前
(2)GT事業者様電話番号
(3)GT事業者様ご担当者名
(4)GT事業者様メールアドレス
(5)  ATNDイベント名1

ATNDチケットURL1
ATNDイベント名2
ATNDチケットURL２…

※チケットが複数ある場合はすべてを記入

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

※今回ご連絡いただいたURLのチケットについては販売枚数を
キャンペーン事務局でカウントさせていただき、事業の報告書等に
掲載させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。

23

手順5 キャンペーンサイト
OPEN後 宿泊施設様、OPEN後の手順早見表

24

キャンペーンサイト
OPEN後

じゃらんnetで販売する場合

→手順8へ

販売方法に変更がない。
じゃらんnetへのリンク先やATND
へのリンク先に変更がない

→手順6へ

キャンペーンサイトに掲載されていない
「宿泊施設様向け掲載情報」を追加

キャンペーンサイトに掲載されている
「宿泊施設様向け掲載情報」を修正

リンク先のじゃらんnetの内容に変
更がある。
（例：プランの販売が終了になっ
た、等）

→手順7へ

・キャンペーンサイト掲載のプランに修正を加えたい
・キャンペーンサイトにプランを追加したい

11月分 12月分 1月分

修正・追加依頼〆 11／22

15時
12／12

15時
1／24

15時

修正反映予定日 12／6 12／27 2／7

修正・追加反映スケジュール
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手順6

25

キャンペーンサイト
OPEN後

ご修正の内容を下記の書式にてメールでお知らせください。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。

メール件名：GT修正・宿泊施設様名・キャンペーンサイト記載プラン名
メール本文：
（1）宿泊施設様お名前
（2）宿泊施設様電話番号
（3）宿泊施設様メールアドレス
（4）宿泊施設様ご担当者名
（5）修正についてご指示ください。修正箇所と内容について明確にご指示をいただ
けますようお願いいたします。
メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

26

ご修正の内容を下記の書式にてメールでお知らせください。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。

メール件名：GT修正・宿泊施設情報・宿泊施設様名
例： GT修正・宿泊施設情報・じゃらんグリーンホテル

メール本文：
（1）宿泊施設様お名前
（2）宿泊施設様電話番号
（3）宿泊施設様ご担当者名
（4）宿泊施設様メールアドレス
（5）宿泊施設様じゃらんnet宿番号： 3xxxxx（6桁）
（6）プランタイトル1：里旅★○○プラン

プランタイトル1詳細画面URL（※１右参照）

プランタイトル2：里旅★○○プラン
プランタイトル2詳細画面URL （※１右参照）

※プランが複数の場合は変更の有無を問わずすべて記入

メール添付：宿泊施設様の画像１ファイル（画像名：宿泊施設様名）
※画像の保存形式はGIFもしくはJPEGでお願いいたします。
※画像の変更の必要がある場合のみ
※画像がない場合は「里山・里海タイムトリップ」ロゴをお入れします。

（７）上記以外の修正についてご指示ください。修正箇所と内容につ
いて明確にご指示をいただけますようお願いいたします。

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

（※１）じゃらんnet宿泊プラン詳細画面のURL

をコピペして送付ください。プランコード1つに付き
1つのURLをお送りください（部屋タイプが複数あ
る場合は、代表的なお部屋の場合のURLを選択
してお送りください）

※今回ご連絡いただいた宿泊プランについては予約
数などをキャンペーン事務局でカウントさせていただき、
事業の報告書等に掲載させていただくことがあります
のであらかじめご了承ください。

手順7
キャンペーンサイト
OPEN後

URL

27

①宿泊施設様にてじゃらんnetにGT付き宿泊プランを登録

→この際にも「プランタイトル」の頭に里旅★と必ず付けていただく。
「プラン内容」の部分で提供されるGTについて概要をご説明ください。

②掲載に必要な事項を下記の書式にてメールでお知らせください。
※赤文字の部分の書き換え忘れにご注意ください。

メール件名：GT追加・宿泊施設情報・宿泊施設様名
例： GT追加・宿泊施設情報・じゃらんグリーンホテル

メール本文：
（1）宿泊施設様お名前
（2）宿泊施設様電話番号
（3）宿泊施設様ご担当者名
（4）宿泊施設様メールアドレス
（5）宿泊施設様じゃらんnet宿番号： 3xxxxx（6桁）
（6）プランタイトル1：里旅★○○プラン

プランタイトル1詳細画面URL（※１右参照）

プランタイトル2：里旅★○○プラン
プランタイトル2詳細画面URL （※１右参照）

※プランが複数の場合はすべて記入

メール添付：宿泊施設様の画像1ファイル（画像名：宿泊施設様名）
※画像の保存形式はGIFもしくはJPEGでお願いいたします。
※画像がない場合は「里山・里海タイムトリップ」ロゴをお入れします。

メール宛先：gt2013@r.recruit.co.jp

（※１）じゃらんnet宿泊プラン詳細画面のURLを

コピペして送付ください。プランコード1つに付き1つ
のURLをお送りください（部屋タイプが複数ある場合
は、代表的なお部屋の場合のURLを選択してお送り
ください）

※今回ご連絡いただいた宿泊プランについては予約数
などをキャンペーン事務局でカウントさせていただき、
事業の報告書等に掲載させていただくことがあります
のであらかじめご了承ください。

手順8
キャンペーンサイト
OPEN後

URL

商品造成ありがとうございました＆おつかれさまでした。
引き続き、販売につながるようご登録作業などをよろしくお願いいたします。
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２）開催結果 

 

事業者向け研修会に参加したＧＴ事業者を対象として、研修会の評価等に

ついての「研修会参加者アンケート」を行った。 

なお、本アンケートでは、ＧＴ事業者における流通に対しての取り組み実

態や課題認識なども合わせて尋ねている（後述：「事業者の流通取組実態調

査」に記載）。 

 

○調査方法 

・事業者向け研修会において配布、その場で回収 

 

○調査実施日・回収数 

・仙台会場：2013 年 9 月 26 日（木） ２８件回収 

・熊本会場：2013 年 10 月 1日（火） ３９件回収 

・東京会場：2013 年 10 月 4日（金） ３８件回収 

→３会場で１０５件回収 
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図表 事業者アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

とても
プラスに
なった

やや
プラスに
なった

どちらか

とえいば
プラスに

なった

プラスに
ならな
かった

①「体験商品」に対するご自身の意識の高まりや意欲向上の面で 3 2 1 0

②今後、個人旅行者向けGT商品を造成・改良していく上で 3 2 1 0

③GT事業者と宿泊事業者間など連携を推進する上で 3 2 1 0

④GT商品の販売促進を行っていく上で 3 2 1 0

個人旅行者向けGT商品造成・流通に関する研修会

本日は研修会にご参加いただき、ありがとうございました。参加者の皆さまに、今回の研修会のご感想や、貴団体における

グリーンツーリズム（以下GT）の現状や今後の意向などをお聞かせいただきたく、アンケートへのご協力をお願い致します。

事業者・団体名 ご氏名

会場名

お帰りの際にスタッフにお渡しください。

研修会参加者アンケート

Ｑ３ 本日のセミナーとワークショップについて、特に良かった点やもの足りなかった点をご記入ください。（自由記入）

Ｑ２ この研修会に参加して、以下のそれぞれについてどの程度
プラスになったと思いますか（それぞれ1つに○）

Ｑ５ 現在、貴団体で販売しているGT商品は、どのような方法で販売していますか。（あてはまるものすべてに○）

1. 自社ホームページで 2. FACEBOOKなどの自社SNSで 3. 旅行会社の店頭で
4. 旅行会社のWEBサイトで 5. 旅行会社の個人向けパックで 6. 旅行会社の団体向けパックで
7. 体験専門予約サイトで 8. 宿泊予約サイトで 9. 観光協会などの公的な場所で
10. 観光協会などの公的なWEBサイトで 11. 近隣の宿泊施設で 12. 近隣の商業施設やお店で
13. 新聞・雑誌・チラシなど 14. その他（ ）
15. 特に何もしていない

Ｑ６ これまで、貴団体でGT商品を造成・販売してきた中で、どのような課題がありましたか。また、今後、貴団体の
GT商品の造成・販売促進に向けて、どのようなことに取り組んでいこうとお考えですか。（自由記入）

Ｑ４ 現在、貴団体で販売しているGT商品は、どなたに対して販売していますか。（あてはまるものすべてに○）

1. 個人観光客（日帰り） 2. 個人観光客（宿泊） 3. 団体観光客（会社・団体）
4. 団体観光客（小中学校） 5. 団体観光客（その他） 6. 地元・近隣の個人客
7. 地元・近隣の団体客 8. 海外の個人観光客 9. 海外の団体観光客
10. その他（ ） 11. 現在は販売していない（これから取り組む）

とても
よかっ
た

まあ

よかっ
た

どちらと
もいえ
ない

あまりよ
くなかっ
た

よくな
かった

①ｾﾐﾅｰ「旅のついでに気軽に参加できるＧＴｴﾝﾄﾘｰﾓﾃﾞﾙ開発事業」 5 4 3 2 1

②ｾﾐﾅｰ「成功事例に学ぶ、宿泊事業者とＧＴ事業者の連携」 5 4 3 2 1

③「ＧＴエントリーモデル造成・改良」ワークショップ 5 4 3 2 1

④流通方法のご提案 5 4 3 2 1

Ｑ１ この研修会における以下のプログラムについて、
いかがでしたでしょうか（それぞれ1つに○）
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○調査結果 

 

＜研修会に参加してプラスになったこと：「体験商品」に対する意識・意欲向上の面で＞ 

 

 

図表 研修会に参加してプラスになったこと：「体験商品」に対する意識・意欲向上

の面で（全体/単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研修会に参加してプラスになったこと：今後、個人旅行者向けＧＴ商品を造成・改良し

ていく上で＞ 

 

 

図表 研修会に参加してプラスになったこと：今後、個人旅行者向けＧＴ商品を造

成・改良していく上で（全体/単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例（サンプル数）

全体 (n=105)

仙台会場 (n=28)

熊本会場 (n=39)

東京会場 (n=38)

会場別

とても

プラスになった

73.3

ややプラスになった

22.9

どちらかといえば

プラスになった

1.9

プラスに

ならなかった

1.0

無回答

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

構成比％

75.0

71.8

73.7

21.4

23.1

23.7

3.6

2.6 2.6

2.6

凡例（サンプル数）

全体 (n=105)

仙台会場 (n=28)

熊本会場 (n=39)

東京会場 (n=38)

会場別

とても

プラスになった

72.4

ややプラスになった

21.9

どちらかといえば

プラスになった

4.8

プラスに

ならなかった
無回答

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

構成比％

64.3

74.4

76.3

32.1

17.9

18.4

3.6

7.7

2.6 2.6
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＜研修会に参加してプラスになったこと：宿泊事業者など連携を推進する上で＞ 

 

 

図表 研修会に参加してプラスになったこと：ＧＴ事業者と宿泊事業者間など連携を

推進する上で（全体/単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研修会に参加してプラスになったこと：GT 商品の販売促進を行っていく上で＞ 

 

 

図表 研修会に参加してプラスになったこと：ＧＴ商品の販売促進を行っていく上で

（全体/単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例（サンプル数）

全体 (n=105)

仙台会場 (n=28)

熊本会場 (n=39)

東京会場 (n=38)

会場別

とても

プラスになった

52.4

ややプラスになった

32.4

どちらかといえば

プラスになった

12.4

プラスに

ならなかった

1.9

無回答

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

構成比％

53.6

51.3

52.6

32.1

33.3

31.6

14.3

10.3

13.2

5.1

2.6

凡例（サンプル数）

全体 (n=105)

仙台会場 (n=28)

熊本会場 (n=39)

東京会場 (n=38)

会場別

とても

プラスになった

62.9

ややプラスになった

26.7

どちらかといえば

プラスになった

6.7

プラスに

ならなかった
無回答

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

構成比％

71.4

56.4

63.2

25.0

28.2

26.3

3.6

10.3

5.3

5.1

5.3
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図表 研修会で特に良かった点やもの足りなかった点（自由記入） 

 

＜仙台会場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記述内容

・ワークショップの時間がもっと欲しかった。（他にも色々なプランを知りたかった）

・テーブル内で色々なプラン、特色のあるプランがあっておもしろかった。

近郊の方々と情報交換を出来たのは良かったけれど、プログラム造成のワークショップの主旨や

目的が分かりずらく、（事前の情報と当日の情報把握に喰い違いがあったため）しっくりこない

部分もあった。

又、旅行会社の方と情報交換や売り出しをしたかったがＷＳ2部目、どこにどの業種がいるのか

分からなかったのが残念でした。

・取り組み方、方法を教えていただいて参考になりました。

・商品造成の仕方を知ることが出来て良かった。

内容的にはとても良かったのですが、時間が足りなかったです。できれば（朝からでも）1泊2

日ぐらいにして、もっと交流が深められたら良い商品造成が出来たのでは。

とても良いセミナーでしたが、会場がきつきつで、もう少し余裕があったら、良かったと思う。

他の班の方と交流が少なく、直接その方のＧＴへの考えや行っている内容が聞けなかったのが残

念。もう少し少人数で開催してほしい。

ワークショップでは、いろいろな県の方のセールスが聞けて良かった

事前に指示を頂いていた事と進行内容がうまく伝わっていなかったこと。

他地域の方々と意見交換ができ良かったです。成功事例をもっとくわしく聞きたかったです。

時間が短いと思う。このボリュームは半日ではもったいないです。

実践者同士の意見交換ができ良かったです

新人なので、ＧＴ開発事業の話が聞けたのはとてもいい勉強になりました。

様々な職種の方々のお話を聞くことができてよかったです

やる気がわいてきました。春にむけてがんばります

時間が足りなかった

ＧＴ商品の成功例を多く紹介できたらよかった

時間が短く、あわただしかった

商品造成検討方法

個別にブラッシュアップするべく細かく助言いただけると思ってたので時間がありませんでした

ＧＴ商品と宿泊施設の連携が必要と強くわかったので、宿泊施設関係者と参加すればよかったと

思う。
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＜熊本会場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記述内容

専門の方のお話は、とても面白かった。狭い中で対応してきた者として、広がりを求めていけた

らと思います。

中間発表時のアドバイスや話し合いで面白い意見がいくつも出たので、この時間がもう少し長け

ればもっと良かった。

他町村地域の観光への取り組みや工夫など聞くことが出来て良かった。

色々な方と話が出来て良かった。アドバイザーのアドバイスも良かった。

ちょっとした体験プランをいくつも作って良いこと。プラン作りのヒント、ポイントをたくさん

頂きました

他の方の意見やプランを聞くことができ、大変勉強になりました。もう少し時間があれば良かっ

た。

他の事例が分かり参考になった。

資料案内が雑に感じました。出席者名簿など、講話資料など

事前告知について、本セミナーのチラシだけでは、主旨が正しく伝わらないと思うので、もう

少々研修の内容をかみくだいて表現すべきであると感じました。

今後、有料にしてもいいので2日間程の日程にして欲しかった、時間が足りないと感じた。多くの業種の人々と交流を持てた。

サイト作成時期（期間）を早目に教えて欲しかった。

良かった点：具体的なプランを作成していく点とターゲット等売りをはっきりさせている点

足りなかった点：時間が少し長い所

現在いろいろな体験をやっている観光協会の方や施設の方の貴重なお話を聞けとても良かった。

短時間での商品造成が出来た。意見を聞いて、プランが変わりました。

他の事業者のかたとの情報交換

時間とペース。具体化

多角的視点の重要性を痛感した

ＰＲの時間が短かった。ディスカッションの時間も必要ではないか。

商品販売について特に良かった。

他のＧＴが向いている方向性が参考になった

今までよりも軽い体験をすることで、自分たちにも協力している農家の方々にも負担が減るプロ

グラムを作ることができた。

農業体験の商品開発の考え方が新蘇で、発想転換出来ました。

各アドバイザーにより差があったように思う。

他の事業者の方々の困っていること、強み、またアイデアを聞くことができてよかった。

他のいろいろな意見がきけてよかったです

ＧＴの可能性か今後のチャンス等の内容がもう少し欲しかった

普段会議ででてこない意見や視点があり、とても刺激的だった。

商品のつくり方がよくわかった

アドバイスがとてもためになりました。（専門的なことまでつっこんで話してくださった）

実際に商品造成というものは初めて行ったので勉強になった。様々な地域からの同業者の方の話

をきく機会は少ないため参考になった。
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記述内容

ワークショップで他の団体のプラン等が参考になった。考え方等いろいろで面白かった。

いろいろな人の意見を聞くことが出来た

時間が足りなかった。

もう少し時間が欲しかった。事前のメールももっと早く。

地域ごとだと同じような課題が解決というか刺激が少ない

他のチームの話が聞けなかった

商品造成が具体的にブラッシュアップできた

もう少し交流できるともっと良い

同じテーマで語り、ワークショップでプランをブラッシュアップすることは、地元地域ではムズ

カシイので大変参考になった。

他の人方から、グループの皆さんの視点や実体験の話が、自分のプランを検討する上で参考に

なった

商品造成の進め方がとても分かりやすかった。他の方との意見交換でき、グループワークのダイ

ナミズムが感じられた

活発な意見交換ができよかったです

旅行者との動向を知ることが出来ました

各地の様々な事例をもっと知りたかった。

もう少し時間が欲しかった

伊豆稲取温泉の取り組み初めて知りました

いろいろな方の意見がきけてとてもよかった

もう少し掘り下げた方が良い

グリーンツーリズムの定義から考えると今回の商品造成は体験の観光商品の位置づけだと思う。

じゃらんのプロモーションズ商品販売できるのは特に良い

商品造成のコンセプトが限定されていてむずかしい

勉強になりました！ありがとうございます！

ＧＴをもっともっと広めていくために、ぜひ御社からのＧＴへのバックアップがあるとうれしい

です！またの開催をたのしみにしております！

他の所の取り組みなど聞けたので良かったかと思います

ワークショップは具体的な手順で、企画が分かりやすかった。ＧＴの成功事例、失敗事例、もっ

と具体的に知りたかった。

他事業者（他市町村）の視点から貴重な意見が聞けてよかった。

どこもオリジナルの素材があり、面白そうだった。

グループ内で他地域の様子が分かり、とても参考になった

内容が濃すぎて少々時間が足りなかった

エントリーの先をやってほしい

ワークショップで沢山の意見が聞けた事
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１．グリーン・ツーリズムの取り組みに係る支援 

１）事業者向けセミナーの開催 

 

（１）開催概要 

 

○開催内容 

ＧＴ事業者や中間支援組織等の関連団体、自治体のＧＴ担当部局等を対象

として、消費者のマーケティングデータや、2010 年度に実施した『一般旅行

者を対象としたグリーン・ツーリズム「エントリーモデル開発」と「宿泊プ

ラン化を意識した流通促進」実証事業』（グリーンツーリズムエントリーモ

デル開発推進協議会）の実証結果等に基づき、ＧＴ未経験者向けのプラン開

発の意義等を啓発するセミナーを開催した。 

なお、セミナーは、「事業者向け研修会」のプログラムの一部として開催

した。 

○開催概要 

＜開催日・開催時間＞ 

・仙台会場：2013 年 9 月 26 日（木） 11：05～12：10 

・熊本会場：2013 年 10 月 1日（火） 11：05～12：10 

・東京会場：2013 年 10 月 4日（金） 11：05～12：10 

＜参加人数＞※再掲 

・仙台会場：６４名 

・熊本会場：７７名 

・東京会場：７５名 

＜全体テーマ＞ 

・グリーン・ツーリズムエントリーモデルの必要性と造成のポイント 

＜講師・個別講義テーマ＞ 

・３会場共通：横山 幸代氏（株式会社リクルートライフスタイル じゃ

らんリサーチセンター 副センター長） 

 「旅のついでに気軽に参加できるＧＴエントリーモデル

開発事業」 

・仙台会場 ：小林 崇 氏（日本都市ホテル開発株式会社 ベストウェ

スタンホテル仙台 支配人代理） 

 仲野 大輔 氏（有限会社仲野観光果樹園 取締役専務） 

 「成功事例に学ぶ、宿泊事業者とＧＴ事業者の連携」 
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・熊本会場 ：松元 健蔵 氏（フェニックスリゾート株式会社 アクテ

ィビティ部 部長、みやざきグリーンツーリズム研究会 

事務局長、宮崎県観光審議会 委員） 

 「観光地域とその周辺地域（農山漁村）との連携」 

・東京会場 ：大越 未来 氏（稲取温泉観光合同会社事務局） 

 「伊豆稲取温泉グリーンツーリズムの仕組み」 

 

 

■講師講演資料 横山氏＜３会場共通＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1

都市農村共生・対流総合対策交付金共生・対流促進計画

「グリーン・ツーリズムの推進
＆ネットワーク構築事業」

旅のついでに気軽に参加できる
グリーンツーリズム・エントリーモデル開発事業

株式会社リクルート ライフスタイル
じゃらんリサーチセンター
副センター長 横山幸代

2

１．じゃらんリサーチセンターについて
・国内旅行情報サービス「じゃらん」について

・じゃらんリサーチセンター（ＪＲC）について

２．旅行者に求められている「グリーンツーリズム」とは？
・「グリーンツーリズムに対する消費者意識調査」より

３． 観光連携事例から学ぶ
「グリーンツーリズム課題解決」のポイント

４．終わりに

【目次】

3

１．じゃらんリサーチセンターについて

・国内旅行情報サービス「じゃらん」について
・じゃらんリサーチセンター（ＪＲC）について

4

１．国内旅行情報サービス「じゃらん」について

全国で、毎月約70万部を発行する旅行媒体です。

東海じゃらん

北海道じゃらん

九州じゃらん

関西・中四国じゃらん

関東・東北
じゃらん

国内２.2万軒
155万プラン
6,107万泊/年
1日17万泊

じゃらんnet

5

情報発信

とーりまかし
観光会議きゅうしゅう
観光会議ほっかどう
観光会議とうほく

セミナー・勉強会の開催

地域集客支援実証実験調査

じゃらんリサーチセンターについて

・観光振興計画支援
・観光資源の調査を
元にしたPR戦略支援
・観光資源の発掘・
魅力づけ支援

など

じゃらん宿泊旅行調査
インバウンド調査
ご当地調査

若者の国内旅行実態調査
人気温泉地ランキング

など

需要創造型テーマや、
課題解決型テーマに関して
のフィールドワーク

消費者と地域の出会いを支援し､笑顔あふれる世の中に。
H 24 農水省支援事業
[グリーンツーリズムエントリーモデル推進協議会]担当

6

２．旅行者に求められている
「グリーンツーリズム」とは？

「グリーンツーリズムに対する消費者調査」より
(H23年7月 グリーンツーリズムエントリーモデル協議会 調べ）
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7

●1年間に実施されているレジャー国内宿泊旅行は２．３億泊。
●旅の目的は“風呂・めし・観る”。『各種体験』目的は１．４％
●GT体験平均金額は5,000円～15,000円に７割集中。

（出張・帰省・修学旅行除く観光宿泊統計－
じゃらん宿泊旅行調査２０１３全国平均値）

２－１．国内旅行市場について

平均同行者
3.6人

旅行金額
46,700円
【着地体験額】

12,800円

泊数
1.6日

2週間以内
31.8%

自動車旅行
44.8％

土日祝日
49.6％

ネットでの
宿泊予約
58.9％

（※観光庁調査）

意識した・計 意識 - 実施

① 事前（出発前）に立ち寄り先などの計画をたてる 78.3 14.7
② 費用をできるだけ抑える 70.5 22.3
③ 見学・見物など見て楽しむ 69.3 12.6
④ 時間的に効率のよい旅行行程や行動をとる 67.2 19.4
⑤ 旅先での旅行行動（飲食や体験プログラム等）は現地で決める 66.2 18.8
⑥ 地域らしさを感じられるものを選ぶ 61.6 16.4
⑦ 有名でなくても、自分なりにこだわったものを選ぶ 58.3 17.9
⑧ 一度も行ったことがない宿や飲食店を選ぶ 58.1 17.5
⑨ 重視していることに集中的にお金をかけ、他の出費は抑える 57.1 19.5
⑩ なるべく色々な場所をたくさん廻る 54.2 20.0
⑪ １ヶ所でじっくり過ごす 51.9 19.1
⑫ 旅先での予期せぬ出来事を楽しむ 51.9 23.8
⑬ 老舗・歴史のあるものを選ぶ 50.9 18.8
⑭ 洗練された感じのものを選ぶ 46.0 20.8
⑮ テレビや雑誌で人気、有名なものを選ぶ 41.8 19.7
⑯ 人に勧められたものを選ぶ 41.1 19.5
⑰ 地元の人に積極的に話しかけて情報を聞いたり交流する 36.8 19.0
⑱ ネタになりそうなことに挑戦する 36.8 18.2
⑲ 地域のためになること、貢献できることを選ぶ 36.2 20.8
⑳ 地域に根ざした生活体験をしてみる 32.1 19.3
㉑ 将来のライフスタイルの参考にするために、地域の人と触れ合う旅行をする 27.7 15.5

㉒ 将来の移住先の参考にするために旅行先を選ぶ 23.7 14.0

項目別

8

地域らしさをより味わいたい旅行者が存在。
（意識した・計順に並び替え）

２－2.新しい旅の目的

２－３．グリーンツーリズム経験率（18歳以降）

9

「５年以内のGT体験者」は８％。非体験者のうち約半数が
「GTに関心があるが、体験したことはない」と回答している

H23.7月「グリーンツーリズム消費者意識調査」
グリーンツーリズム・エントリーモデル協議会調べ

10

「ＧＴ経験者」は、グリーンツーリズム目的の農村泊希望者が
多いが、「はじめてさん」は、観光＋グリーンツーリズムを希望。

グリーンツーリズム経験者

未経験者（関心あり）

２－４．希望する形態

グリーンツーリズム経験者

未経験者（関心あり）

11

未経験者に対する、旅行ついでのGT推進が必要。
より「気軽で安心」、「旅行予約のついでに情報が手に入る」、
「1泊2日の旅に組込みやすい体験」提供を目指します。

２－5．消費者側の課題

「初心者向け入門編」体験の内容に！

旅行検討者に情報を届ける！

１泊2日の旅行ついでのグリーンツーリズムを

12

２－６．グリーンツーリズムの可能性

国内旅行市場
2.4億泊

旅行ついでに楽しめる体験プログラムを市場に提供することで、
需要を増やしていくことが可能。

グリーンツーリズム
主目的の旅行者

農家
レストラン

料理
講習会

朝市

農家
体験

稲刈り

農家
交流

産地
訪問

13

２－8.ＧＴ未経験者と経験者の間に流れる深い河

何を持って
いったらよい

のかしら

どんなところに
泊まるの？今度は農家に
泊まりたい

収穫より田植
えがしたい！

経験者と未経験者の意識の違いはかなり大きい。

まずは、未経験者に1回体験をさせるエントリーモデルが必要

14

2‐8.グリーンツーリズムの素晴らしさを伝える方法

初回いきなり、飛込みにくいグリーンツーリズム。
農村体験ファンを創るためのステップの設計も必要。

旅行ついでに

農村体験で
地域らしさを味わう

農村に泊まって
観光も楽しむ

ＧＴメイン
でゆったり
農村滞在
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15

３．観光連携事例から学ぶ
「グリーンツーリズム課題解決」のポイント

16

３－１．グリーンツーリズム「観光商品化」の課題

2.気候変動で
内容が決めづらい

体験の保証が不可

【旅行ついで】
が実現できない

商品流通しない、
情報がない

個人旅行予約は
１カ月～前日まで

繁忙期は困る

旅行会社は無理

個人客8割、旅行ついでの人を対象にすると課題が大きい

4.多人数は
受入れられない

3.日程が事前に
決めにくい

1.流通が難しい
農村に抱込みがち

利益がでない

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ不足

提供側 参加者側４つの課題

通年受入れ不可

事前PRが困難

地域連携で解決

1泊2日旅行に組込んで解決

宿泊予約時に体験予約で解決

通年思い立ったら
やってみたい2人でも受入可能な設定に！

17

【ポイント】
農村体験の宿泊プラン化による流通事例

ヒスイ海岸で開運石探し＆漁師のタラ汁ランチ付き
源泉掛流し温泉宿で1泊2食＋ふるさと体験1名16800円

1.宿泊プラン化して流通 3.事前予約

18

①1泊2日の旅行に組込める短時間の体験に
2時間」程度の体験時間

② GT

③ストーリー性で付加価値アップ！

【事例】富山県 朝日海岸 ホテルおがわ

観光
(名所旧跡等)

夕食 宿泊 観光朝食 昼食

1泊2日のどこにGTを組込むか？

例）
漁村体験＋
タラ汁ランチ

例）
朝採れ野菜
収穫体験

例）
稲刈り体験

19

2.地域連携して解決

【ポイント】
地域連携による気候変動／天候リスクへの対応

有機農業を学ぶ「食から始めるエコ講座＆農場ブランチ」
宿泊プラン1名15000円／体験＆農場ブランチ3500円

20

事例）リピートを促すための「1泊2日×複数回」を狙うプラン例。
東京から日帰り圏内のエリアでも宿泊させることも可能なプラン。

【有機にんじん収穫＆農場ブランチプラン】

1泊2食＋体験（ランチ含む）

・11:00ホテル集合 →農場へ送迎

・11：30 有機野菜 収穫体験（さつまいも）

・12：30 農場ブランチ（野菜バーベキュー）

・13：30 有機野菜 収穫体験（にんじん、大根）

・14：00 ホテル着 チェックイン後フリータイム

・18:00～夕食を楽しみながら、

「食から始めるエコ講座

～地球に優しい有機野菜とは」

・翌日～ フリータイム（朝食後11:00ﾁｪｯｸｱｳﾄ）

ホテル泊(1泊朝食付)

農業体験＆ランチ

関連講座＆ディナ－

21

【参考】千葉県 成田市

①地域の農業連携

連携している別の農家で受入れ

② 体験よりも知的好奇心をくすぐる体験を！

③観光協会に、農家も参加

農家は体験受入れのみでも、同売上額も可能。

22

４.少人数を日常に受入れる

【ポイント】
特別なイベントにせず、少人数なら日常で受入れる
「ミニほっとステイ」 2時間 1600円‐前日まで予約可

※２人でも、前日でも受入れ可能な設定に…
→内容検討(脱イベント型)／価格検討(高くなってもOK）

(写真・一部情報は信州せいしゅん村HPより）
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23

【参考】長野県 上田市事例

①短時間、少人数受入れ個所を複数化

その時にやっていることを、そのまま実施

② 構えず、ありのまま。特別イベント化をしない

無理をしないこと、楽しむことが継続のコツ

村で自由にぶらぶらしてもらうのも観光の一つ

③村全体が資源。地域の楽しみ方を情報提供
…地図を渡すだけ。

情報だけ提供し、自由に過ごしてもらう
24

【最後に】

国内旅行2.3億人泊に向け、
農村での豊かな体験を提供することで、

本格的なグリーンツーリズムの
ファンを増やしていくことを目指します。

情報提供、ご指導ご鞭撻の程をお願いします。

旅行のついでに体験できる『エントリーモデル』開発で
グリーンツーリズムの裾野拡大を目指します！
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■講師講演資料 小林氏、中野氏＜仙台＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グリーン・ツーリズム
「成功事例に学ぶ、宿泊事業者と

グリーン・ツーリズム事業者の連携」

ベストウェスタンホテル仙台

×
仲野観光果樹園

ベストウェスタンホテル仙台・支配人代理・小林崇様

仲野観光果樹園・専務取締役・仲野大輔様 http://www.youtube.com/watch?v=TlZQlvsYo6Q

夜景一望

フィットネスクラブ

レストラン（六丁目農園）ダブルベッドルーム

施設・設備

バルコニー

さくらんぼ狩りかぶと虫狩り

仙台ヒルズゴルフクラブ パラグライダープラン

プラン

さくらんぼ狩り、モモ
狩り、ぶどう狩り、リ
ンゴ狩り、芋煮会な
ど季節のグリーン・
ツーリズムメニュー
を提供

http://www.nakanofruit.com/

仲野観光果樹園

仲野観光果樹園

さくらんぼ狩り

もも狩り

仲野観光果樹園

ぶどう狩り

いも煮会

フルーツバイキング
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■講師講演資料 松元氏＜仙台＞ 

 

※松元氏講演資料は、先方のご都合により非掲載 

 

 

 

  

ホテルの課題

• 知名度の不足

• 不利な立地

• 競合とプランの差別化ができない

メリットの整理。
不利を長所に

• 車で来るお客様に絞ってメリットを考える

• 東北の自然の中をドライブすることがお客様
にとって癒しに

• 特に国道48号線

• 1時間くらいで行ける仲野観光果樹園とのタイ
アップが答え

できあがった
プラン
（宿泊＋
果物狩りなど、
移動は各自の
マイカーで）

仲野観光果樹園様の他の取り組み1

天童温泉 ほほえみの宿 滝の湯 仙台・秋保温泉 篝火の湯 緑水亭

• 約７０件の旅館・ホテル・近隣観光施設・飲食
店と連携

• 「お客様のご案内」「生産物の提供」「セットプ
ランの造成」など

例１ 仲野果樹園×㈱天童タクシー

例２ 仲野果樹園×心月

例３ 仲野果樹園×水車そば

仲野観光果樹園様の他の取り組み2
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■講師講演資料 大越氏＜東京＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 

１）稲取温泉のグリーンツーリズム 

  ・稲取温泉観光合同会社の発足 

・グリーンツーリズム・着地型ツアーの紹介 

２）グリーンツーリズムを販売するために 

  ・企画手順 

  ・販売方法 

３）グリーンツーリズムの利用状況 

  ・予約媒体 

  ・利用人数推移 

   

 

 

 

 

１）稲取温泉のグリーンツーリズム 

（１－１）稲取温泉観光合同会社の発足について 

 

【発足させた理由】 

・観光客数の衰退 

・稲取温泉でしか体験できない事を提供したい 

・グリーンツーリズムなどの企画・販売をするための資格 

 

 

【どんな組織なの？】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

稲取温泉

観光協会 

稲取温泉

旅館組合 

稲取の 

一般有志 

稲取温泉観光合同会社 

 

出 資 ＝ 社 員 

資本金 915 万円 社員数 約 60 名 

（１－２）グリーンツーリズム（着地型体験）の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひっこくり大作戦！1,500 円／1 名  

クワガタウォッチング 2,000 円／1 人  

堤防磯釣り 2,000 円／1 人 

かしゃば餅作り 1,500 円／1 人 
細野高原散策 1,500 円／1 人 

雛のつるし飾り巡りツアー 1,500円／1人 

その他、稲取温泉観光合同会社が販売している着地型体験ツアー 

【オリジナル：10 種】【提携店斡旋：17 種】 

現状 27 種の販売 

 

 

 

 

 

 

  

２）グリーンツーリズムを販売するために 

（２－１）稲取温泉観光合同会社の企画手順 

①カテゴリーを分け、チームを作る 

②地域の自然・風習・食べ物・習慣などを集める 

③集めた内容を 1 時間～2 時間程度で紹介・体験出来る企画を考える 

④考えた企画に案内するガイドの時給や必要経費を計算し販売価格を 

 設定する 

⑤考えた企画に適する人材（達人）を探す 

 

（２－２）稲取温泉観光合同会社のツアー販売方法 

【紹介方法】 

・自社公式サイト、自社 SNS、店頭看板等 

・パンフレット制作→各宿泊施設へ設置、エージェントへ配布 

・ウェブ上で体験ツアーを販売する会社と提携 

・諸団体との連携 

【販売方法】 

・上記方法 

・エージェントに委託販売 
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３）グリーンツーリズムの利用状況 

（３－１）予約媒体 

【事前予約】 

・電話、メールでの直接申し込み 

・提携販売店（ウェブ上での販売）からの申し込み 

・エージェントからの申し込み 

・宿泊施設からの申し込み 

【当日予約】 

・店頭に立ち寄った際に申し込み 

・電話での直接申し込み 

・宿泊施設からの申し込み 

 

 

電話・メール申込

提携販売店申込

エージェント

宿泊施設

事前予約 

 

当日予約

店頭申込

電話

宿泊施設

（３－２）利用人数推移【全体】 
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（３－２）利用人数推移【オリジナル】 
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（２）開催結果（研修会参加者アンケートより） 

 

○セミナーの評価 

 

＜横山幸代氏：「旅のついでに気軽に参加できるＧＴエントリーモデル開発事業」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小林崇氏、仲野大輔氏：「成功事例に学ぶ、宿泊事業者とＧＴ事業者の連携」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例（サンプル数）

全体 (n=105)

仙台会場 (n=28)

熊本会場 (n=39)

東京会場 (n=38)

会場別

とても よかった

53.3

まあよかった

40.0

どちらとも

いえない

4.8

あまり

よくなかった
よくなかった 無回答

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

構成比％

50.0

53.8

55.3

42.9

38.5

39.5

3.6

5.1

5.3

3.6

2.6

とても

よかった

28.6％

まあ

よかった

60.7％

どちらとも

いえない

10.7％

あまり

よくなかっ

た

0.0％

よくなかっ

た

0.0％

サンプル数=28
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＜松元健蔵氏：「観光地域とその周辺地域（農山漁村）との連携」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大越未来氏：「伊豆稲取温泉グリーンツーリズムの仕組み」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

とても

よかった

55.3％

まあ

よかった

39.5％

どちらとも

いえない

5.3％

あまり

よくなかっ

た

0.0％

よくなかっ

た

0.0％

サンプル数=38

とても

よかった

51.3％まあ

よかった

35.9％

どちらとも

いえない

10.3％

あまり

よくなかっ

た

0.0％

よくなかっ

た

0.0％ 無回答

2.6％

サンプル数=39
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２）ＧＴエントリーモデル造成の手引き作成 

 

ＧＴ事業者や中間支援組織、行政など、ＧＴ関係者に対して、消費者ニー

ズのトレンドやＧＴエントリーモデル造成の意義、造成方法などを広く普及

するために、「ＧＴエントリーモデル造成の手引き」を作成した。 

 

グリーン・ツーリズム参加者のすそ野を拡げるために、事業者向け研修会

で取り組んできたＧＴプランのブラッシュアップや流通のノウハウをＧＴ

エントリーモデル（ＧＴ未経験者でも参加しやすいプラン）造成の手引きと

してとりまとめた。 

 

○仕様 

Ａ４版・フルカラー１６ページ 

 

○内容 

・旅行者に求められているグリーン・ツーリズムとは？ 

・グリーン・ツーリズムエントリーモデルとは？ 

・グリーン・ツーリズムエントリーモデル造成のポイント 

 

グリーン・ツーリズム
エントリーモデル
造成の手引き

都市農村共生・対流総合対策交付金共生・対流促進計画 グリーン・ツーリズムの推進、ネットワーク構築

農林水産省

制作：じゃらんリサーチセンター
※この手引きは、平成25年度都市農村共生・対流総合対策交付金共生・対流促進計画

グリーン・ツーリズムの推進、ネットワーク構築の一環として制作されました。

グリーン・ツーリズムを広げるために。
 旅行ついでに楽しめる体験プログラムを提供することで、需要を増やしていくこ
とが可能

 一方で、GT経験者とGTはじめてさんの意識の違いはかなり大きい
まずは、未経験者に１回体験をしてもらうエントリーモデルが必要

 初回！いきなり！では、なかなか飛び込みにくいグリーン・ツーリズム
農村体験ファンをつくるためのステップ設計も必要

産地訪問

国内旅行市場
２．３億泊

朝市
農家

レストラン

料理

講習会

農家交流

稲刈り
グリーン・ツーリズム

主目的の旅行者

農村体験で

地域らしさを味わう

農村に泊まって

観光も楽しむ

GTメイン

でゆったり

農村滞在

今度は

農家に泊まりたい

田植えより

次は収穫がしたい

5

グリーン・ツーリズム エントリーモデルとは？

グリーン・ツーリズムエントリーモデルの定義について
 グリーン・ツーリズム（滞在型）等の未経験者向けライトな農山漁村体験コンテ
ンツの開発

 グリーン・ツーリズム経験者は、たった3割に満たない。ほとんどが初心者

 いきなり長時間の農作業など、ヘビーな体験は、しり込みをしてしまう人も
多い。

 「体験」時間 ＜ 「知識欲を満たすプログラム」を長めに。

 観光と農山漁村コンテンツの両方が楽しめる旅行

 旅行ついでに、「農山漁村」に触れる機会を提供

 旅行中、ずっと拘束するものではなく、観光も楽しめるプランづくり

「グリーン・ツーリズムエントリーモデル規格」について
 観光地の近隣で楽しめるＧＴ体験であること

 近隣の観光地から、30分程度の場所が望ましい

 １回2～3時間程度で完結。オプションで「食事込」のもの

 「食事をどこで取るか」といった気軽さで選択でき、１泊２日の旅行行程の
1コマに組み込みやすい

 初心者向け、手ぶら参加ＯＫ

 農作業や、農村生活体験について、まったくの初心者でもわかりやすい
説明、丁寧な対応を

 朝、昼、夜のどこでもＯＫ、内容も縛りはしない

6

造成ポイント その１

トータル３時間以内のプランを

 １泊２日の空き時間帯を狙え！

 個人観光客の７割は１泊２日の旅行です

「チェックイン前」「夕食後」「朝食前」「チェックアウト後」にグリーン・ツー

リズムを組み込める可能性のある時間があります

＜例えば＞

 チェックイン前 現地到着時間～１５：００ごろ

 夕食後 １９：００ごろ～２２：００ごろ

 朝食前 ５：００ごろ～８：００ごろ

 チェックアウト後 １１：００ごろ～現地出発時間

 移動も含めて３時間以内が理想的！

 意外と移動には時間がかかるもの

移動を考えると、体験時間そのものは１～２時間でＯＫ

 「初めの一歩」は長すぎＮＧ！最初にふさわしい適度な時間設定を！

 GTはじめてさんに、最終的には本格的なグリーン・ツーリズムを体験い

ただくためにも、「初めの一歩」は、観光客の時間の都合に合わせること

が大切です

観光 夕食 宿泊 朝食 観光 昼食

チェックイン チェックアウト

朝採れ野菜

収穫体験

夜の畑の

害獣駆除体験 稲刈り体験
農場

牛追い体験

１泊２日のどこにGTを組み込みますか？

8
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２．グリーン・ツーリズム推進のためのネットワーク構築 

１）事業者ネットワークの構築 

 

○実施内容 

ＧＴ事業者のネットワーク構築を促進するために、行政担当者、中間支援

組織、ＧＴ受入事業者、観光事業者などに対して、グリーン・ツーリズムに

関わる情報発信や研修会の告知などを行う「グリーン・ツーリズムメールマ

ガジン」を配信した。 

 

○実施方法 

メールマガジンの配信は会員制とし、事業者向け研修会の案内をした際に

登録を依頼する等の方法で会員を募集し、約５２０名の事業者等に登録いた

だいた。 

＜メールマガジン会員募集方法＞ 

・ＧＴ事業者に事業者向け研修会の案内をした際にメルマガ登録を案内 

・農林水産省主催のＧＴ全国連絡会議においての広報、登録呼びかけ 

・事業者向け研修会においての広報、登録呼びかけ 

・リクルートじゃらんリサーチセンターＷｅｂサイト内での広報、登録呼

びかけ（じゃらん観光ネットワーク等で主に観光関係者向けに広報） 

＜メールマガジンの主な配信内容＞ 

・各種研修会やイベントのお知らせ 

・研修会にご参加できなかった方向けの研修テキスト共有 

・キャンペーンサイト関連のお知らせ 

・Facebook ページ（後述）での消費者からの個別相談の仲介メール 

 

○実施時期・回数 

2013 年 10 月 11 日～2014 年 3月 12 日現在までで（概ね隔週で発行） 

全 14 回配信 
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図表 ＧＴ事業者向けメールマガジン 会員登録案内（事業者向け研修会案内時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2013 年 8月吉日 

□Ａ 

グリーン・ツーリズム実施事業者様 各位 

株式会社リクルートライフスタイル 

じゃらんリサーチセンター 副センター長 横山 幸代 

 研究員 稲垣 昌宏 

 

① 「グリーン・ツーリズムメールマガジン」へのご登録、 

② 「グリーン・ツーリズム個人観光客向け商品造成のための研修会」（参加費無料）、 

のご案内 

 

拝啓 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 

日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

この度、弊社じゃらんリサーチセンター（以下、ＪＲＣ）では農林水産省「都市農村共生・対流総

合対策交付金共生・対流促進計画（広域ネットワーク推進対策）・グリーン・ツーリズムの推進、ネッ

トワーク構築」事業の一環として、①グリーン・ツーリズムの実施に携わる皆様に向けて情報発信や

研修会の告知などを行う「グリーン・ツーリズムメールマガジン」へのご登録のお知らせ、②個人旅

行者向けのグリーン・ツーリズム商品造成・流通に関する研修会の開催（定員各回 30 団体。個人旅行

者に向けてのグリーン・ツーリズム体験商品の造成・改良及び観光事業者との連携、ＩＴを活用した

販売・流通方法に関するセミナー、ワークショップ等）をさせていただく運びとなりました。 

この研修を通じて造成・改良された個人旅行者向けグリーン・ツーリズム体験商品は、11 月にオー

プン予定のキャンペーン WEB サイトにて、ＰＲおよび、消費者からの支持の有無や関心者の属性など

商品化を見据えたテストマーケティングが行えます。 

ぜひ奮って、グリーン・ツーリズムメールマガジンへの登録及び研修会への皆様のご参加を心より

お待ち申し上げております（お申込みは別紙の FAX 申込みシートをご利用ください）。 

敬具 

 

記 

 

１． グリーン・ツーリズムメールマガジンへのご登録 

■目的 

グリーン・ツーリズムに携わる方々の E メールアドレス等をご登録いただき、事例の共有、研修会

の告知など有益な情報を提供いたします。 

■対象 

 グリーン・ツーリズム実施事業者の皆様、グリーン・ツーリズムに関わる都道府県・地域の行政ご

担当者、その他グリーン・ツーリズムに興味をお持ちの方。 

■お申し込み方法 

 【別紙１】にて、ＦＡＸにてお申し込みをお願い致します。 
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図表 ＧＴ事業者向けメールマガジン 会員登録案内 

（リクルートじゃらんリサーチセンターＷｅｂサイト内） 
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図表 ＧＴ事業者向けメールマガジン一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

号数 配信日 配信数 配信内容

第1号 2013年10月11日 262
・グリーンツーリズム発行についてのご挨拶

・第11回オーライ！ニッポン大賞表彰式及び関連イベント

第2号 2013年10月18日 305

・平成25年第一回グリーンツーリズム推進連絡会議開催の報告

・「地域活性フォーラムin三重～企業との協働による地域活性化～」申

し込みの案内

第3号 2013年10月25日 372
・グリーンツーリズム事業者向け研修会開催の報告

・グリーンツーリズムキャンペーンサイト公開の案内

第4号 2013年11月1日 405

・第12回　「全国グリーンツーリズムネットワーク福島大会」申し込

みの案内

・グリーンツーリズム事業者向け研修会の追加資料UPの報告

第5号 2013年11月13日 424
・グリーンツーリズム事業者向け研修会の追加資料UPの報告

・「リスクマネジメント研修会」申し込みの案内

第6号 2013年11月18日 424
・里山・里海タイムトリップWebサイト開始の報告

・里山・里海タイムトリップFaceBookサイト開始の報告

第7号 2013年12月6日 530

・里山・里海タイムトリップ参加者200名に金券500円キャッシュバッ

クキャンペーンの開始のお知らせ

・グリーンツーリズム体験型商品の人気投票実施と周知協力のお知ら

せ

第8号 2013年12月27日 531
・里山・里海タイムトリップ新しい宿泊プラン追加のお知らせ

・「ごちしょうさま運動」Webサイト開設のお知らせ

第9号 2014年1月10日 523 ・「バカンス法　記者会見&シンポジウム員in東京」申し込みの案内

第10号 2014年1月17日 520

・「農山漁村活性化支援人材バンク」開設のお知らせ

・FaceBookページへの消費者からの希望投稿に伴う商談チャンスのお

知らせ

第11号 2014年1月29日 519

・「農観連携の推進協定」の締結について（１／１７）の報告

・平成26年度都市農村共生・対流総合対策交付金の公募についてのお

知らせ

・「観光立国タウンミーティングin福島」申し込みの案内

第12号 2014年2月7日 519

・里山・里海タイムトリップ」新しい宿泊プラン追加のお知らせ

・魅力を伝える作法と技法研修会について(2/24～2/25）申し込みの

案内

・「農都交流プロジェクト２０１３　第２回全国セミナー」(3/6）申

し込みの案内

第13号 2014年2月28日 518

・「農山漁村における訪日外国人旅行者の受入に向けて」セミナー

(3/18）申し込みの案内

・平成25年度第2回グリーン・ツーリズム推進連絡会議開催の報告

第14号 2014年3月12日 518
・ふるさとふれあいプロジェクト実行委員会からのお知らせ

・平成25年度第2回グリーン・ツーリズム推進連絡会議の意見紹介



Ⅱ．事業実施結果 

 47 

 

図表 ＧＴ事業者向けメールマガジン（見本） 
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２）自治体におけるネットワークの構築 

 

○実施内容 

自治体におけるグリーン・ツーリズムへの取り組み状況や、担当部局間と

ＧＴ事業者との連携状況、取り組みにおける課題等を把握するため、各都道

府県のＧＴ担当者に対して、アンケート調査を行った。 

 

○都道府県ＧＴ担当者アンケート調査の概要 

 

＜調査時期＞ 

2013 年 9月 

＜調査方法＞ 

各農政局を通じて、全４７都道府県のＧＴ担当部局にアンケートを配布。 

回収はＦＡＸで行った。 

＜回収数＞ 

４３都道府県（回収率９１％） 

 

○調査結果のまとめ 

・都道府県内では、ＧＴと観光部局との連携が進みつつある。 

・ＧＴ担当部局の主な活動は「ネットワーク」「普及啓発」「情報発信」。 

・最も力を入れている事業は、農林漁村体験と子供の受け入れ（修学旅行）。 

・ＧＴ推進における地域の課題は「教育旅行以外の観光客の誘致」。 
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図表 都道府県ＧＴ担当者アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.6
%

81.4
%

観光部署

農村振興系部署

■主な担当部局について

■都道府県が支援している中間組織の有無

■県総合計画などでの位置づけ

□各都道府県のグリーンツーリズムの観光部局との連携が進みつつある。

81.8
%

18.2
%

有 無

81.8%

18.2%

位置づけている 位置づけていない

□観光部が主担当の自治体が約１/５
□農政関連部署が主体であるが、観光連携していると
回答した自治体は２７．９％であった

□８割以上の自治体が、中間支援組織があると回答

□８割以上の自治体が、県の総合計画などに
グリーンツーリズムの推進を掲げている
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58.1%

37.2%

27.9%

14.0%

9.3%

9.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

教育以外の誘致…

教育旅行の拡大

受入れ事業者拡大

中間組織の設置

広域連携、部局連携

予算・自主財源確保

■グリーンツーリズム推進における課題

鹿児島県

長崎県

熊本県

福島県

鳥取県

福岡県

山口県

滋賀県

富山県

新潟県

三重県

大分県

宮城県

茨城県

山梨県

群馬県

青森県

高知県

奈良県

福井県

北海道

香川県

受入地域における住民の合意形成、採算性の確保、グリーンツーリズムの企画募集等を行える人材の育成

業として取り組む人が少ない

教育旅行の受入について、農林漁家の高齢化などにより受け入れ農家数が伸び悩んでおり、受け入れ農家数の拡大が
近々の課題

実践者(農家・漁家）の高齢者

新規の農家民宿実践者の確保、県内外からのグリーン・ツーリズム客の新規開拓、県内グリーン・ツーリズム情報の発信と
青森の魅力PR

観光部だけでなく、農・林など他の部局との連携が必要である。

グリーン・ツーリズム活動のための人材の育成。活動資金の確保。

持続的・自律的に活動が可能となる体制作り

本県では、移住・定住促進に力を入れています。都市農村交流から移住・定住へ発展させるための手法や受入体制の整備
が課題になっていると思います。

・グリーン・ツーリズムの推進成果を数値で表すこと　・グリーン・ツーリズムの収益事業としての成功事例の不足

・グリーン・ツーリズム推進に関する予算の確保が難しい。　・県域での連携が進んでいない。　・一般的に『グリーン・ツーリ
ズム』という言葉が普及していない。　・高齢化・後継者不足により活動を続けられない団体が増えてきている。

教育旅行の他県との競争激化、個人客の安定的確保

中山間地域における農業者の高齢化に伴う、受入農家や体験指導者の確保が課題となっている。

福岡県全体のグリーンツーリズム協議会がないため、地域の要望等を収集、反映する場がない。

県内での各地域実践団体の広域連携。学校を中心とした体験型教育旅行から企業研修等への体験型教育旅行への拡大
各県のツーリズム施策に関する情報交換の場があっても良い（農政局単位等）　本アンケートの取りまとめ結果を提供いた
だきたい。

農村地域の集落機能を維持、再生する為の取り組みを推進しようとしても、住民の意識改革が難しいことが一番の課題。

原子力発電所事故の風評より、交流人口や修学旅行が激減し、県内全域の受け入れ団体の機能が低下している。

農家民泊の一層の啓発と推進。

体験型教育旅行以外の一般客向けのグリーンツーリズムの普及

本県には漁村地域の多様な自然、文化、産業などの地域資源を活用した体験プログラムが多数存在するが、誘客に結びつ
いていない・グリーンツーリズム情報を欲しい人に届ける効果的な発信の仕方がわからない

・農家民宿、農家民泊につちえ、阿蘇や天草、八代、球磨以外に広まらない　・体験型修学旅行（小・中）の拡大を図る必要
がある

グリーン・ツーリズムが地域経済の活性化や関連産業の振興に結び付かない。

□地域の課題は、「教育旅行「以外」の観光客の誘致」に関心が集まる。
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３）オーダーメイド依頼 

 

○実施内容 

グリーン・ツーリズムの普及および、消費者と事業者の交流を目的に「里

山・里海タイムトリップ」の Facebook ページを立ち上げた。 

サイトでは、消費者からのグリーン・ツーリズムのオーダーメイド希望を

受付け、事業者に対応できるかどうかを問い合わせてサイト上で報告した。 

希望者には、時期、人数、やりたい体験、希望するエリアなどの条件を明

記して頂き、管理者による確認を経て、事業者に広報し、事業者または管理

者から２０日以内に可否などのコメント返信をした。 

 

○実施時期 

2013 年 11 月～2014 年 3月 

 

○「里山・里海タイムトリップ」Facebook ページのＵＲＬ 

URL：https://www.facebook.com/satotabi 

 
 
図表「里山・里海タイムトリップ」Facebook ページのトップページ 
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図表 Facebook オーダーメイド依頼内容と事業者の対応状況のまとめ 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

オーダーメイド希望の内容 事業者の対応状況

内容 時期 場所 人数
対応
有無

対応可
の件数

成約状況

友人と山菜採りを体験して、そのあと山菜の天ぷらなどが食べ

られるプランがあったら参加したいです。 3月頃
関東近郊・中部

あたり
3名 ○ 2 -

ジャムづくり。この時期にどんな果物が取れるのかあまり詳しく

ない（そもそも取れるのでしょうか・・・？）のですが、自分の手で

収穫した果物をそのままジャムにして食べてみたいです。




2月後半

～3月中

旬

できれば東北

から関東甲信

越がいいです。

3～4人

程度
○ 1 -

里山で狩猟について学びたい！

 期間限定だと思いますが、実際に狩猟しているところに同行し、

どのようにおこなっているのか体験し、また、狩猟を通じて地域

にどのような形で貢献しているのか、今後の問題などお話を伺

いたい。

狩猟期間

中

東北・関東・中

部エリア
5人

くらい
○ 1 -

旬の筍を目一杯楽しみたい！

里山に入り、たけのこ掘りから、実際に収穫したたけのこを使っ

た料理までを楽しみます。料理は掘りたてでないと楽しめない

「刺し身」から「たけのこご飯」「天ぷら」などたけのこフルコース

でいただきたいです。できれば普段気にもしない竹の種類につ

いて学んだり、竹の違いによる味の食べ比べ（違いがあるのか

分かりませんが…）等のちょっとした座学があると面白いと思い

ます。

４～５月

初旬（そ

の地域の

旬の時

期）

関東エリア

10人く

らい ○ 1 -

牡蠣うち。先日、ひょんなことで牡蠣うちを少し体験させてもらい

ました。牡蠣うちとは、牡蠣の殻むきのことなのですが、これが

簡単そうに見えて難しい。だけど、自分でむいた牡蠣を食べてみ

てビックリ！！！最初に塩味がきて、ひと噛みすると、とろ～ん

と牡蠣の旨みが口いっぱいに広がって…。これが「海のミルク」

と言われる所以なんだなーと納得。忘れられないあの海のミル

ク。どこかで体験できたら嬉しいです。あの味は、産地でしか味

わえませんから！




牡蠣が旬

なうち（寒

ければ寒

い程美味

しいらし

い）

牡蠣の特産地 3～5名 ○ 1 -

日本一の炊き込みご飯を食べたい！

４～５月

初旬（そ

の地域の

旬の時

期）

関東エリア
4人

くらい × - -

田植え体験（手植え）。お米は日本人の原点ですからね。

 水田の泥が足指の間からニュルニュルと通過するあの感じを、

子供に体験させてあげたい。

田植え時

期は5月

くらい？
関東か東北

4人（大

人2人

＆子供

2人）

○ 3

3つの事業者から、田植え体験

受け入れ可能との回答あり　→

オーダーメイド希望者から、3件

の中から選んで参加するとの回

答あり。成約予定。
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